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新
中
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
－
１
遠
渡
期
の
貨
幣
の
本
質
と
機
能
に
つ

、
）、し

て
て

・
、
＼
、

１
多

八
六
（
三
五
六
）

武

守

．
　
、

ば
７
し

、
、
、

り
｝
、
ゴ

エ
さ

　
こ
こ
に
、
そ
の
一
部
を
紹
介
し
多
少
の
私
兇
を
述
べ
よ
う
と

す
る
の
は
、
北
京
の
財
政
経
済
出
版
杜
か
ら
出
版
さ
れ
、
陳
仰

肯
・
鄭
伯
彬
・
黄
元
彬
・
朱
紹
文
・
龍
一
飛
・
李
紫
東
の
六
氏

に
よ
っ
て
共
著
さ
れ
た
「
関
於
人
民
幣
附
若
干
理
論
間
題
（
一

九
五
四
年
八
月
）
で
あ
る
。

　
こ
の
著
書
が
で
き
た
の
は
、
一
九
五
三
年
の
春
に
ス
タ
ー
リ

ン
の
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
朴
会
主
義
の
経
済
的
諸
間
題
」
の
学

桝
会
が
行
わ
れ
た
時
、
マ
ル
ク
ス
主
義
貨
幣
理
論
を
学
習
す
る

小
グ
ル
ー
プ
が
で
き
、
そ
こ
で
申
国
の
貨
幣
流
通
が
研
究
さ
れ
、

人
民
券
の
問
題
が
集
団
討
議
さ
れ
た
結
果
を
覚
書
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
お
い
て
討
議
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
人
民
券
は
、
一
九
四
八
年
十
二
月
一
日
以
来
申
国
人
民

銀
行
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
て
い
る
現
布
の
人
民
券
で
あ
っ
て
、

一
九
二
八
年
四
月
毛
沢
東
と
朱
徳
が
井
崩
山
に
わ
い
て
手
を
緕

ん
だ
当
崎
舟
根
拠
地
で
潅
行
さ
れ
て
い
た
人
民
潜
、
一
九
三
一

年
十
一
月
七
日
瑞
命
に
わ
け
る
中
華
ソ
ヴ
ェ
ト
共
和
国
の
発
行

し
た
人
民
券
、
抗
日
戦
中
各
解
放
地
区
で
発
行
さ
れ
壮
」
人
民
券

な
ど
は
、
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
。
対
象
と
な
っ
て
い
る
現
在

の
人
民
券
は
現
花
「
薪
巾
国
咋
一
の
統
一
灼
貨
幣
で
あ
る
ば
か

り
で
な
ノ
＼
ソ
同
概
の
ル
ー
ヴ
ル
わ
よ
び
そ
の
他
の
人
民
民
主

主
義
国
家
の
貨
幣
と
同
様
に
、
世
界
に
お
い
て
最
も
安
定
し
た

貨
幣
の
一
つ
で
あ
る
」
と
い
い
、
そ
れ
で
は
人
民
券
は
ど
う
し

て
世
界
に
お
い
て
最
も
安
定
し
た
貨
幣
の
一
つ
に
な
っ
た
の
か
、

そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
性
質
を
１
も
っ
て
い
る
の
か
、
そ
れ
は
薪
民

主
主
義
杜
会
か
ら
杜
会
主
義
杜
会
へ
の
過
渡
期
に
お
い
て
ど
の

よ
う
な
作
用
を
す
る
か
、
人
民
券
は
薪
し
い
経
済
条
件
の
下
に



お
い
て
ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
か
、
ス
、
の
価
値
の
堪
礎
は
何
か
、

人
民
券
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
価
値
を
安
定
し
た
か
、
こ
れ
、
■
、
い

諾
問
題
を
集
団
討
議
し
た
成
果
が
本
書
で
あ
る
、

　
本
苫
は
、
庄
言
、
一
貨
幣
の
本
質
問
糧
、
二
人
民
券
の
本
質

と
機
能
問
題
、
三
人
民
券
の
価
値
問
題
、
四
結
論
、
か
ら
な
っ

て
い
る
が
、
二
こ
で
ば
た
だ
人
民
券
の
本
質
と
機
能
聞
題
こ
つ

い
て
の
み
触
れ
る
に
過
ぎ
な
い
、

　
日
中
貿
易
の
重
要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
時
、
社
会
主
義
経
済

に
負
速
に
進
展
し
つ
つ
あ
る
申
国
の
人
民
民
主
主
義
経
済
を
適

確
に
理
解
す
る
こ
と
は
不
可
欠
の
前
提
条
件
で
あ
り
、
そ
こ
に

人
民
券
に
対
す
る
理
解
の
基
礎
が
あ
る
と
同
時
に
、
人
民
券
の

本
質
と
機
能
を
理
解
す
る
こ
と
な
し
に
人
民
民
主
主
義
経
済
を

理
解
す
る
こ
と
も
困
難
で
あ
る
。
さ
ら
に
「
人
民
券
の
機
能
問

題
は
貨
幣
理
論
の
研
究
に
薪
し
い
課
題
を
提
出
す
る
」
と
述
べ

て
あ
る
如
く
、
貨
幣
の
理
論
的
研
究
の
上
か
ら
も
興
味
あ
る
間

題
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
以
上
二
つ
の
意
味
か
ら
、
こ
の
紹
介

を
試
み
た
次
第
で
、
あ
る
。

　
　
二
、
人
民
券
の
杜
会
経
済
的
条
件

　
　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

　
－
－
－
わ
れ
わ
れ
が
人
民
芳
の
本
質
と
機
能
を
研
究
す
る
に
当

一
て
、
わ
が
慶
の
遇
渡
期
（
実
際
上
わ
れ
わ
れ
の
主
要
な
論
述

は
た
だ
目
前
の
段
階
の
事
情
に
限
ら
れ
る
）
の
商
品
生
産
と
遇

渡
期
の
社
会
経
済
的
構
造
と
過
渡
期
に
関
係
の
あ
る
経
済
諾
法

則
の
作
用
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
。
だ
か
ら
、
研
究
の
万
法

と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
わ
が
国
の
経
済
情
況
を
要
約
す
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
。

　
二
の
四
年
有
余
の
間
に
、
わ
が
国
家
は
す
で
に
国
民
経
済
恢

復
の
期
任
務
を
完
成
し
、
一
九
五
三
年
か
ら
は
、
計
画
的
な
国

民
経
済
建
設
期
に
入
っ
た
。
国
民
経
済
の
恢
復
過
程
に
お
い
て
、

各
種
の
経
済
部
分
は
、
絶
対
数
と
し
て
は
ど
れ
も
相
当
に
発
展

し
、
そ
の
う
ち
で
も
社
会
主
義
部
分
と
し
て
の
国
営
経
済
の
発

展
速
度
が
最
も
大
き
か
っ
た
。
一
九
五
二
年
は
わ
が
国
に
お
け

る
経
済
恢
復
期
の
最
後
の
年
で
あ
り
、
農
工
業
生
産
は
い
ず
れ

も
著
し
く
増
大
し
、
も
し
一
九
四
九
年
を
基
準
と
す
れ
ば
、
一

九
五
二
年
の
工
業
生
産
総
額
は
一
倍
以
上
増
加
し
、
農
業
生
産

総
額
は
約
五
割
増
加
し
、
個
別
の
生
産
晶
を
除
い
て
、
大
部
分

の
も
の
が
す
で
に
わ
が
国
歴
史
上
の
最
高
年
産
額
を
超
過
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
八
七
（
三
五
七
）

“「



　
　
　
　
』
基
叩
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
三
号
）

し
ま
っ
た
。
わ
が
国
に
お
け
る
現
代
工
業
の
生
産
ぱ
大
い
に
商

ま
り
、
一
九
四
九
年
の
生
産
額
は
農
工
業
総
生
産
額
の
一
七
・

五
％
を
占
め
た
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
二
年
に
は
約
二

八
％
に
ま
で
増
大
し
た
。
大
型
工
業
の
生
産
総
額
の
う
ち
、
．
国

営
工
業
の
生
産
額
は
一
九
五
二
年
に
は
す
で
に
六
〇
％
を
占
め

（
そ
の
う
ち
重
工
業
部
門
に
お
い
て
は
約
八
○
％
、
軽
工
業
部

門
に
お
い
て
は
約
五
〇
％
を
占
め
た
）
、
公
私
合
営
工
業
の
生
産

額
が
六
％
を
占
め
、
合
作
杜
工
業
の
生
産
額
が
三
％
を
占
め
、

こ
の
ほ
か
三
一
％
を
占
め
る
私
営
工
業
の
生
産
額
の
う
ち
、
各

種
の
国
家
資
本
主
義
的
な
経
営
方
式
が
非
常
に
発
展
し
た
。
国

家
に
よ
る
下
請
加
工
・
註
文
生
産
・
一
括
購
入
・
一
括
販
売
の

企
業
は
非
常
に
増
加
し
た
。
た
と
え
ば
上
海
に
っ
い
て
い
え
ば
、

一
九
五
〇
年
の
下
請
加
工
と
註
文
生
産
の
総
額
は
私
営
工
業
総

営
業
額
の
三
二
％
、
一
九
五
一
年
は
四
四
％
、
一
九
五
二
年
は

五
八
％
、
一
九
五
三
年
は
さ
ら
に
増
加
し
た
。

　
国
内
商
業
に
つ
い
て
は
、
一
九
五
二
年
に
お
け
る
国
内
市
場

の
商
品
販
売
総
額
の
う
ち
、
国
営
と
合
作
社
商
業
が
約
五
〇
％

以
上
を
占
め
た
（
各
国
営
公
司
の
内
部
お
よ
び
相
互
間
の
配
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八
（
三
五
八
）

や
売
買
量
は
含
ま
な
い
）
。
全
国
八
大
都
市
（
北
京
・
上
海
・
天

津
．
藩
陽
・
武
漢
・
広
州
・
重
慶
・
西
安
）
の
商
品
市
場
に
お

け
る
小
売
販
売
総
額
の
う
ち
、
国
営
と
合
作
社
商
業
が
約
三
二

％
を
占
め
た
。
貿
易
に
わ
い
て
は
、
国
営
貿
易
が
確
対
優
勢
を

占
め
て
い
る
。

　
以
上
の
如
き
、
わ
が
国
の
農
工
業
生
産
お
よ
び
風
内
商
業
の

比
重
関
係
の
う
ち
に
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
こ
と
を
理
解
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
第
一
に
、
わ
が
国
は
現
在
薪
民
主
主
義
社
会
か
ら
社
会
主
義

社
会
へ
の
過
渡
期
に
あ
り
、
な
お
四
種
類
の
所
有
制
の
経
済
制

度
が
あ
る
が
、
そ
の
う
ち
国
営
経
済
は
社
会
主
義
経
済
で
あ
り
、

わ
が
国
民
経
済
の
指
導
的
部
分
で
あ
る
ひ
そ
の
次
は
合
作
経
済

で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
若
干
社
会
主
義
的
性
質
を
も
っ
て
い
る
の

で
、
半
杜
会
主
義
附
性
質
の
も
の
で
あ
る
。
第
三
は
私
営
商
工

業
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
資
本
主
義
経
済
で
あ
り
、
次
第
に
国
家

資
本
主
義
の
万
向
に
進
み
、
人
民
政
府
の
管
理
の
下
に
、
各
種

の
方
式
に
よ
っ
て
社
会
主
義
国
営
経
済
と
連
繋
協
カ
し
、
労
働

者
階
級
の
監
督
を
受
け
て
杜
会
主
義
に
改
造
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。



第
四
は
個
人
経
済
で
あ
り
、
こ
れ
は
個
人
労
働
の
小
生
産
者
で

あ
っ
て
、
彼
等
は
日
に
日
に
資
本
主
義
を
生
産
す
る
自
然
発
生

的
カ
で
あ
り
、
彼
等
は
国
家
の
援
助
と
自
発
的
希
望
と
に
よ
っ

　
て
組
織
化
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
第
二
に
、
、
こ
の
四
種
類
の
所
有
制
の
並
存
は
決
し
て
そ
れ
ら

　
の
平
和
的
共
存
の
場
を
意
味
し
な
い
。
そ
わ
と
は
逆
に
、
全
過

渡
期
を
通
じ
て
「
誰
が
戦
い
誰
に
勝
つ
」
か
の
激
し
い
闘
争
に

、
充
た
さ
れ
て
い
る
。
国
営
経
済
の
国
民
経
済
の
う
ち
に
占
め
る

　
比
重
は
絶
え
ず
増
大
し
、
そ
の
指
導
性
は
絶
え
ず
増
強
し
っ
っ

　
あ
り
、
同
時
に
ま
た
個
人
経
済
の
自
然
発
生
的
カ
は
絶
え
ず
克

　
服
さ
れ
、
資
本
主
義
商
工
業
は
絶
え
ず
利
用
・
制
限
．
改
造
さ

　
れ
、
国
家
資
本
主
義
経
済
と
半
杜
会
主
義
的
合
作
杜
経
済
は
漸

　
次
杜
会
主
義
要
素
を
増
加
し
つ
つ
あ
り
、
最
後
に
は
社
会
主
義

　
所
有
制
が
わ
が
国
唯
一
の
経
済
的
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
第
三
に
、
わ
が
国
に
は
ま
だ
広
汎
に
商
品
生
産
が
存
続
し
、

　
小
生
産
者
の
生
産
物
の
一
部
分
は
商
品
で
あ
る
。
　
（
農
民
の
生

　
産
物
は
小
部
分
で
あ
り
、
手
工
業
者
の
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
全
蔀

　
で
あ
る
）
。
　
資
本
主
義
工
業
の
全
圭
産
物
は
商
晶
で
あ
る
。
国

　
　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

営
企
業
の
生
産
物
も
、
大
部
分
が
ま
だ
商
品
で
あ
り
、
小
部
分

だ
け
が
も
は
や
商
品
で
は
な
い
。
こ
の
一
部
分
の
商
品
で
は
な

い
生
産
物
は
現
在
ま
だ
そ
の
数
量
は
小
さ
い
け
れ
ど
も
、
日
に

日
に
増
加
す
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
い
ず
れ
も
重
要
な
生
産
資

材
で
あ
り
、
現
在
は
国
家
の
物
資
調
配
局
が
責
任
者
と
な
っ
て

調
整
配
分
し
て
い
る
若
干
の
調
配
物
資
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
調

配
物
資
は
国
家
の
計
画
的
調
配
価
格
に
し
た
が
い
、
さ
ら
に
国

家
の
調
配
計
画
に
し
た
が
っ
て
、
全
国
の
国
営
拾
業
間
に
調
配

移
転
さ
れ
、
所
有
者
を
変
更
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
市
場
価
格

・
需
給
関
係
・
授
受
の
希
望
に
影
響
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
れ

ら
は
も
は
や
実
際
上
市
場
を
離
脱
し
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
た
．

だ
商
品
の
形
式
を
保
留
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
非
商

晶
の
流
通
で
あ
る
。

　
第
四
に
、
四
種
類
の
所
有
制
が
同
時
に
存
在
す
る
と
と
も
に

絶
え
ず
闘
争
し
、
こ
の
闘
争
に
お
い
て
杜
会
主
義
部
分
が
絶
え

ず
発
展
し
て
行
く
と
い
う
情
況
の
下
に
あ
っ
て
は
、
経
済
法
則

○
面
に
お
い
て
も
複
雑
な
事
片
。
、
が
あ
ろ
。
壮
会
主
義
経
済
部
分

に
渕
連
あ
る
も
の
は
謁
民
経
済
の
計
画
灼
均
衡
発
展
の
法
則
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
（
三
五
九
）

●



　
　
　
　
立
命
舘
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
三
号
）

あ
る
。
資
本
主
義
経
済
部
分
に
関
連
あ
る
も
の
は
競
争
と
無
政

府
状
態
の
法
則
お
よ
び
剰
余
価
値
の
法
則
で
あ
る
。
価
値
法
則

は
資
本
主
義
経
済
と
個
人
小
生
産
者
の
す
べ
て
に
調
節
作
用
を

も
ち
、
国
営
経
済
の
あ
る
小
部
分
に
対
し
て
も
ま
た
調
節
作
用

を
も
つ
が
、
国
営
経
済
全
体
に
対
し
て
は
た
だ
若
干
の
異
っ
た

程
度
の
影
響
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が
こ
の
全
過
渡

期
の
新
民
主
主
義
に
対
し
て
い
う
の
は
、
支
配
的
に
作
用
す
る

法
則
を
始
め
と
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
全
経
済
生
活
の
一
切
の
面

に
影
響
を
も
つ
法
則
は
社
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
で
あ
り
、

か
く
し
・
て
わ
れ
わ
れ
は
こ
こ
に
お
い
て
、
国
営
経
済
は
指
導
部

分
で
あ
り
、
前
途
は
杜
会
主
義
で
あ
る
と
。
．
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

杜
会
に
は
ま
だ
価
値
法
則
が
作
用
し
、
資
本
主
義
部
分
は
ま
だ

盲
目
的
競
争
を
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
一
切
の
活
動

と
作
用
は
、
い
ず
れ
も
杜
会
主
義
の
基
本
的
経
済
法
則
と
計
画
。

的
均
衡
発
展
の
制
約
の
下
に
お
け
る
活
動
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ

が
「
高
度
な
技
術
的
基
礎
の
上
に
杜
会
主
義
生
産
を
絶
え
ず
増

大
し
完
成
さ
せ
る
方
法
を
、
ま
た
最
大
隈
度
に
全
杜
会
が
絶
え

ず
増
大
す
る
物
質
的
文
化
的
需
要
を
保
証
す
る
」
基
本
目
標
を
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坊
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
各
種
の
経
済
法
則
も
ま
た
椙
互
に

影
響
し
合
い
、
栢
互
に
制
約
し
合
う
。
要
す
る
に
、
杜
会
主
義

の
基
本
的
経
済
法
則
の
制
約
の
下
に
あ
っ
て
は
、
計
画
的
均
衡

発
展
の
法
則
の
作
用
範
囲
は
絶
え
ず
拡
大
し
、
競
争
と
無
政
府

状
態
の
法
則
お
よ
び
価
値
法
則
の
作
用
範
囲
は
絶
え
ず
縮
少
し
、

結
局
に
お
い
て
資
本
主
義
生
産
関
係
、
商
品
生
産
と
と
も
に
歴

史
の
舞
台
か
ら
姿
を
消
す
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
国
に
わ
け
る
こ
の
よ
う
な
過
渡
期
の
複
雑
な
経
済
構
造

と
商
品
生
産
の
情
況
と
経
済
法
則
の
作
用
と
は
、
当
然
に
人
民

券
の
一
般
的
等
価
物
た
る
性
質
に
特
殊
な
影
響
を
与
え
、
し
た

が
っ
て
人
民
券
は
当
然
に
新
し
い
杜
会
的
性
質
と
作
用
と
を
も

た
ざ
る
を
得
な
い
。
以
下
、
わ
れ
わ
れ
は
本
質
と
機
能
の
二
つ

に
分
け
て
こ
の
間
題
を
説
明
し
よ
う
。

　
　
三
、
人
民
券
の
本
質
間
題

　
人
民
券
　
　
新
申
国
唯
一
の
貨
幣
　
　
は
一
つ
の
貨
幣
で
あ

り
、
そ
れ
も
や
は
り
ま
ず
一
般
的
等
価
物
で
あ
る
こ
と
は
、
容

易
に
理
解
さ
れ
る
。
わ
が
国
に
は
な
お
商
品
生
産
と
商
品
交
換

と
が
存
続
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
当
然
に
価
値
尺
度
と
交



●

災
｝
介
物
と
が
必
婁
で
あ
り
、
一
没
勺
讐
価
物
が
必
妻
一
、
、
あ
る
、

、
ヨ
百
わ
が
畑
、
二
心
け
ろ
各
杜
会
戎
貧
つ
榊
一
。
与
祁
の
苓
、
舛
都
分

の
間
・
農
工
業
牛
産
の
間
・
都
市
と
農
村
と
の
間
の
違
繋
は
、

大
部
分
が
な
お
商
品
に
よ
る
連
繋
で
あ
る
。
国
民
経
済
の
恢
復

期
と
計
両
建
設
期
の
当
面
の
段
階
に
お
い
て
は
、
杜
会
主
義
経

済
は
国
家
的
杜
会
主
義
工
業
の
発
展
を
除
い
て
、
主
と
し
て
ま

だ
国
営
貿
易
と
合
作
杜
貿
易
と
を
通
じ
て
農
業
生
産
と
手
丁
業

生
産
と
を
連
繋
し
、
必
要
な
政
治
工
作
を
逝
じ
て
、
大
体
に
わ

い
て
国
家
の
示
す
方
向
と
計
姻
に
し
た
が
っ
て
生
雌
を
進
め
、

工
業
建
設
に
調
整
さ
れ
る
。
主
と
し
て
ま
た
国
営
貿
易
と
合
作

杜
貿
易
を
通
じ
て
、
一
方
で
は
原
料
を
掌
握
し
、
他
方
で
は
資

本
主
義
工
業
に
対
し
て
下
請
加
工
さ
せ
註
文
生
産
を
与
え
、
財

貨
の
源
泉
を
掌
握
し
、
統
一
灼
に
販
売
購
買
し
、
資
本
主
義
商

工
業
を
大
体
に
わ
い
て
国
家
の
計
画
経
済
が
指
示
す
る
方
向
に

活
動
さ
せ
、
さ
ら
に
そ
の
盲
目
性
を
制
隈
す
る
。
こ
れ
ら
の
事

情
が
一
般
的
等
価
物
と
し
て
の
貨
幣
が
な
お
存
在
す
る
ば
か
り

で
は
な
く
、
大
き
な
作
用
を
な
し
っ
つ
あ
る
こ
と
を
説
明
す
る
。

人
民
券
は
価
値
尺
度
と
流
通
手
段
で
あ
り
、
商
品
世
界
の
一
般
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的
〃
与
獅
物
と
し
て
○
作
、
汀
と
残
能
が
こ
れ
ら
○
作
用
を
む
し
っ

つ
あ
る
い
で
あ
い
■
、
ｔ
が
ら
事
泓
圭
董
さ
え
あ
れ
ば
貨
幣
が
必
．

要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
ー
ム
フ
更
い
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ

る
。　

か
く
し
て
、
わ
れ
わ
れ
の
研
究
す
べ
き
重
点
は
薪
民
主
主
義

経
済
の
条
件
の
下
に
わ
い
て
も
つ
と
こ
ろ
の
杜
会
的
性
質
と
作

用
と
で
あ
る
。

　
す
で
に
わ
が
国
に
お
け
る
杜
会
経
済
の
情
況
を
述
べ
た
時
、

こ
の
四
年
間
の
歴
史
的
発
展
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
人
民
券

が
無
産
階
級
の
階
級
闘
争
の
用
且
一
で
あ
り
、
国
民
経
済
の
物
質

的
財
貨
の
生
産
と
分
配
を
計
面
し
監
督
す
る
用
具
と
し
て
の
杜

会
的
性
質
が
日
に
日
に
益
疋
発
展
し
て
来
た
の
を
見
た
。
こ
れ

が
人
民
民
主
専
制
の
新
申
国
に
お
け
る
貨
幣
の
本
質
面
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
性
質
を
も
つ
が
故
に
、
人
民
券
は
す
で
に

国
民
経
済
の
恢
復
期
に
わ
い
て
亘
大
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
国
民
経
済
の
計
画
建
設
の
段
階
に
お
い
て
も
亘
大

な
役
割
を
果
し
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。

　
若
し
わ
れ
わ
れ
が
一
た
び
回
顧
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
（
三
六
一
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四
年
来
勝
利
し
て
来
た
中
国
人
民
が
、
申
国
共
産
党
の
指
導
の

下
に
、
ど
の
よ
う
に
し
て
人
民
券
を
こ
の
用
具
に
使
用
し
、
金

融
面
に
お
い
て
は
帝
国
主
義
・
封
建
主
義
・
官
僚
資
本
主
義
の

残
余
勢
カ
と
闘
争
し
て
来
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら

に
こ
の
用
具
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
小
生
産
者
の
自
然
発
生

胸
な
カ
お
よ
び
資
本
主
義
の
盲
目
性
と
投
機
性
と
に
闘
争
し
て

来
た
か
、
こ
の
用
具
を
ど
の
よ
う
に
使
用
し
て
国
営
経
済
を
発

展
せ
し
め
、
わ
が
国
の
生
産
水
準
を
恢
復
向
上
さ
せ
、
今
後
の

計
画
建
設
の
基
礎
を
固
め
て
来
た
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

　
人
民
券
が
一
た
び
発
行
さ
れ
る
や
、
偽
金
円
と
の
闘
争
が
始

っ
た
。
革
命
戦
争
の
勝
利
に
と
も
な
い
、
　
一
カ
所
を
解
放
す
る

毎
に
そ
の
地
の
偽
金
円
券
（
あ
る
地
区
に
は
ま
だ
偽
金
円
券
が

あ
る
）
の
流
通
を
禁
止
し
、
人
民
券
の
貨
幣
陣
地
を
建
設
し
た
。

こ
の
基
礎
の
上
に
、
金
銀
の
評
価
流
通
を
禁
止
し
、
適
当
な
価

格
を
定
ゆ
て
金
銀
を
回
収
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
旧
申
国
に
多
年

存
続
し
た
金
銀
評
価
流
通
と
い
う
混
乱
し
た
現
象
が
一
変
し
、
．

そ
の
後
の
金
融
物
価
安
定
工
作
の
必
要
な
条
件
を
つ
く
っ
た
。

次
い
で
外
国
貨
幣
（
主
要
な
も
の
は
ア
メ
ヅ
カ
紙
幣
と
香
港
紙
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幣
で
あ
る
）
の
国
内
流
通
を
禁
止
し
、
回
収
を
進
め
、
帝
国
主

義
が
紙
幣
発
行
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
わ
が
国
人
民
を
掠
奪
す

る
と
い
う
事
情
を
根
本
的
に
除
去
し
た
。
こ
れ
は
金
融
面
に
お

け
る
激
し
い
反
帝
闘
争
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
工
作
を

行
い
、
各
解
放
区
発
行
の
貨
幣
の
整
理
回
収
を
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
民
券
は
次
第
に
全
国
の
貨
幣
陣
地
を
占
領
し
た
。
現

在
は
西
蔵
に
な
お
銀
元
と
蔵
抄
が
流
通
し
、
台
湾
が
ま
だ
米
蒋

匪
に
占
領
さ
れ
て
い
る
の
を
除
い
て
、
全
国
的
に
統
一
さ
れ
独

立
し
安
定
し
た
人
民
券
制
度
が
す
で
に
翠
固
に
建
設
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
生
産
建
設
の
主
要
な
前
提
条
件
の
一
つ

で
あ
り
、
人
民
政
府
は
人
民
券
の
こ
の
武
器
を
運
用
し
て
金
融

面
に
お
け
る
反
帝
反
封
建
闘
争
の
大
勝
利
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
倣
復
期
に
お
い
て
、
国
家
の
経
済
面
に
お
け
る
任
務
は
多
年

戦
争
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
た
農
工
業
経
済
を
急
速
に
倣
復
し
、

さ
ら
に
国
営
経
済
を
建
設
発
展
さ
せ
、
こ
れ
を
指
導
カ
た
ら
し

め
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
工
作
に
は
い
ず
れ
も

大
量
の
資
金
が
必
要
で
あ
る
。
国
家
は
商
品
・
貨
幣
・
価
値
法
一

則
の
諮
範
騰
を
運
用
し
、
小
生
産
と
質
木
主
義
商
工
業
の
積
極



的
な
牛
産
性
を
刺
漱
し
つ
つ
、
国
営
経
済
内
部
の
資
金
累
積
に

努
力
し
た
。
貨
幣
の
機
能
を
利
用
し
て
、
大
量
の
資
金
を
集
積

し
、
ま
ず
国
営
貿
易
と
合
作
杜
貿
易
の
発
展
に
努
め
、
急
速
に

物
資
を
掌
握
す
る
カ
を
強
め
、
市
場
を
安
定
さ
せ
、
計
画
的
に

農
工
業
生
産
の
体
系
を
組
織
し
、
資
本
主
義
の
盲
目
的
な
カ
を

制
限
し
た
。
こ
の
時
期
に
国
家
銀
行
は
機
関
・
企
業
・
個
人
な

ど
各
方
面
か
ら
亘
大
な
預
金
を
集
申
し
、
国
営
お
よ
び
合
作
祉

貿
易
に
対
し
て
大
量
の
資
金
を
貸
出
し
、
こ
れ
ら
の
工
作
の
促

進
に
っ
い
て
努
カ
し
た
。
国
家
銀
行
が
こ
の
点
を
充
分
に
行
い

得
た
の
は
、
主
と
し
て
適
確
に
貨
幣
の
流
通
法
則
を
把
握
し
、

貨
幣
の
機
能
作
用
を
運
用
発
揮
し
、
計
画
的
に
信
用
武
器
を
運

用
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
国
家
が
計
画
的
建
設
を
進
め
、
国
家
的
祉
会
主
義
工
業
化
の

た
め
の
闘
争
の
時
期
に
お
い
て
は
、
大
規
模
な
社
会
主
義
工
業

を
建
設
し
、
ま
た
全
国
的
規
模
に
お
い
て
農
村
の
生
産
・
購
買

販
売
・
信
用
合
作
制
度
を
組
織
し
、
さ
ら
に
進
ん
で
資
本
主
義

商
工
業
の
改
造
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
遇
程
に
お
い
て
、

各
方
面
は
い
ず
れ
も
貨
幣
と
信
用
と
い
う
こ
の
武
器
を
使
用
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
胴
家
は
必
ず
貨
幣
の
計
算

計
画
の
用
具
と
し
て
の
作
用
を
利
用
し
、
現
在
の
四
種
類
の
経

済
制
度
の
生
産
と
商
品
流
通
に
対
し
て
統
計
し
監
督
し
、
商
品

と
非
商
品
の
生
産
と
分
配
を
掌
握
し
て
統
一
附
な
国
家
の
経
済

計
画
に
組
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
家
は
必
ず
貨
幣
の
計
纂
作

用
を
利
用
し
、
価
格
・
資
本
な
ど
の
経
済
範
礒
を
運
用
し
、
国

営
企
業
の
経
済
計
算
制
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
国
家

は
必
ず
貨
幣
の
各
種
機
能
を
利
用
し
、
現
金
を
集
申
し
、
計
画

的
に
貸
出
資
金
を
運
用
し
、
決
算
工
作
を
組
織
し
、
全
国
的
範

囲
に
お
い
て
国
家
資
金
の
回
転
を
速
や
か
に
し
、
国
家
資
金
の

使
用
を
節
約
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
国
家
は
必
ず
貨

幣
信
用
の
カ
を
利
用
し
、
貨
幣
流
通
の
法
則
を
把
握
し
、
引
続

い
で
貨
幣
物
価
の
安
定
を
保
持
し
、
資
金
を
集
申
し
、
国
営
経

済
を
発
展
さ
せ
、
合
作
制
度
に
対
し
て
は
財
政
的
援
助
を
与
え
、

さ
ら
に
私
的
商
工
業
を
国
家
の
経
済
計
画
に
服
従
さ
せ
、
国
家

資
本
主
義
に
向
う
こ
と
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
の
工
作
は
も
ち
ろ
ん
貨
幣
金
融
工
作
だ
け
で
効
を
奏
し

得
名
も
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
主
と
し
て
、
党
と
労
働
者
階
級
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と
の
適
確
な
堅
忍
不
抜
の
政
策
指
導
と
、
政
府
が
行
政
管
理
・

収
税
・
貿
易
・
生
産
の
面
に
お
い
て
適
当
な
措
置
を
採
る
結
果

な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
若
し
わ
れ
わ
れ
の
政
策
実
施
が
、
国
営

経
済
の
指
導
下
に
お
け
る
四
種
の
経
済
制
度
と
し
て
並
存
せ
ず
、

大
部
分
が
な
お
商
品
生
産
と
い
う
事
情
の
下
で
行
わ
れ
る
の
で

あ
る
な
ら
ば
、
ま
た
価
値
法
則
の
諸
範
酵
が
充
分
に
運
用
さ
れ

ず
、
貨
幣
の
性
質
と
機
能
が
利
用
さ
れ
ず
、
貨
幣
流
通
の
法
則

が
把
握
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
重
大
任
務
の
完
成

は
ど
の
よ
う
に
考
え
よ
う
と
も
不
可
能
で
あ
る
。

　
以
上
の
事
実
か
ら
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
れ
が
依
然
と
し
て

価
値
範
礒
に
属
す
る
一
般
的
等
価
物
と
し
て
の
人
民
券
の
作
用

で
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
人
民
券
が
如
何

に
無
産
階
級
指
導
の
人
民
民
主
専
政
国
家
と
社
会
主
義
経
済
に

役
立
っ
て
い
る
か
を
み
る
べ
き
で
あ
る
、
と
同
時
に
さ
ら
に
人

民
券
が
も
つ
と
こ
ろ
の
一
種
の
薪
し
い
礼
会
的
挫
質
　
　
人
民

券
は
無
産
階
級
の
指
導
す
る
国
家
に
わ
い
て
は
意
識
的
な
計
算

・
計
画
の
用
且
ハ
と
し
て
運
用
で
き
る
こ
と
を
認
め
る
べ
き
で
あ

る
。
こ
れ
は
人
民
券
の
本
質
で
あ
る
。
無
産
階
級
の
指
導
す
る
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国
家
は
こ
の
用
具
を
運
用
し
国
民
経
済
の
物
質
的
財
貨
の
生
産

と
分
配
に
対
し
て
監
督
を
行
い
、
計
画
的
に
農
工
業
生
産
を
発

展
せ
し
め
、
杜
会
主
義
経
済
を
発
展
せ
し
め
、
計
画
的
均
衡
発

展
の
法
則
の
作
用
範
囲
を
拡
張
し
、
最
後
に
杜
会
主
義
所
有
制

を
わ
が
国
唯
一
の
経
済
的
基
礎
に
変
化
す
る
の
で
あ
る
。
人
民

券
を
国
家
が
意
識
的
に
計
算
・
計
画
の
用
具
と
し
て
運
用
す
る

作
用
は
、
人
民
券
の
一
．
般
的
等
価
物
と
し
て
の
性
質
・
機
能
と

わ
が
国
現
在
の
杜
会
主
義
経
済
に
あ
る
全
人
民
所
有
制
と
が
結

合
し
て
生
じ
た
社
会
的
性
質
で
あ
る
。
わ
が
国
の
杜
会
主
義
経

済
は
わ
が
国
経
済
の
指
導
的
部
分
で
あ
る
が
、
現
在
で
は
そ
れ

は
た
だ
全
国
民
経
済
の
う
ち
の
一
部
分
に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
基

礎
の
上
に
生
じ
た
人
民
券
の
新
し
い
杜
会
的
性
質
は
、
こ
の
所

有
制
を
翠
固
に
し
拡
大
す
る
こ
と
に
役
立
ち
、
や
が
て
こ
の
所

有
制
が
わ
が
国
経
済
の
唯
一
の
基
礎
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
わ
が
国
に
な
お
資
本
主
義
経
済
が
存
続
し
、
わ
が
国
が
な
お

当
分
の
間
雇
傭
労
働
を
許
容
し
、
資
本
家
に
剰
余
価
値
を
取
得

す
る
こ
と
を
許
容
し
て
い
る
か
ら
、
わ
れ
わ
れ
は
な
お
人
民
券

が
資
木
主
義
所
有
制
の
下
で
発
生
し
た
と
こ
ろ
の
別
の
事
情
を



み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
資
本
主
義
経
済
の
活
動
領
域
内
に
お

い
て
は
、
資
本
家
階
級
は
人
民
券
の
一
般
的
等
伍
物
た
る
性
質

と
機
能
と
を
利
用
し
て
、
資
本
を
累
積
し
、
労
働
者
を
雇
傭
し
、

収
奪
を
行
う
が
、
そ
こ
で
は
人
民
券
は
資
本
主
義
所
有
制
の
泉

礎
の
上
で
、
や
は
り
資
本
に
転
化
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
貨
幣

機
能
と
資
本
主
義
の
産
業
資
本
と
し
て
の
機
能
と
が
結
合
し
た

結
果
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
が
必
ず
明
確
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
二
点
が
あ
る
。

　
第
一
、
資
本
主
義
経
済
の
活
動
領
域
に
お
い
て
は
、
人
民
券

は
な
お
資
本
化
の
機
能
を
も
つ
け
れ
ど
も
、
し
か
し
こ
の
面
に

お
い
て
も
非
常
な
制
限
を
受
け
る
。
た
と
え
ば
重
要
工
業
原
料

の
購
入
と
分
配
は
（
国
内
生
産
の
原
料
で
あ
る
棉
花
の
如
き
、

輸
入
原
料
で
あ
る
あ
る
種
類
の
金
属
・
化
学
工
業
原
料
な
ど
を

含
む
）
、
国
家
に
よ
る
下
請
加
工
・
註
文
生
産
・
販
売
・
国
営
貿

功
．
合
作
社
の
発
展
に
よ
り
、
ま
た
国
家
の
商
工
行
政
の
管
理

．
商
工
業
収
税
政
策
・
資
本
主
義
商
工
業
利
潤
の
一
、
四
馬
分
肥
」

政
策
に
よ
り
、
資
本
主
義
商
工
業
の
収
奪
と
利
潤
は
一
定
の
制

　
　
　
　
、
私
洪
商
丁
業
の
生
席
と
商
品
流
逓
は
国
家
計
両
の
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制
隈
を
受
け
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
貨
幣
が
資
本
主
義
社
会
に

お
い
て
資
本
累
積
を
拡
大
し
資
本
集
申
の
作
用
を
増
進
し
、
盲

目
的
に
拡
大
再
生
産
を
刺
激
す
る
作
用
を
大
い
に
制
限
す
る
。

同
時
に
労
働
保
険
条
例
の
頒
布
・
労
働
組
合
の
活
動
・
労
働
者

階
級
の
政
治
的
水
準
の
向
上
な
ど
に
よ
っ
て
、
資
本
家
の
労
働

者
に
対
す
る
収
奪
は
一
定
の
制
隈
を
受
け
る
。
わ
が
国
の
労
働

者
階
級
は
す
で
に
国
家
の
主
人
で
あ
り
、
現
在
当
分
の
間
は
剰

余
価
値
の
収
奪
を
許
す
が
、
実
質
上
は
杜
会
主
義
所
有
制
を
建

設
す
る
た
め
の
資
本
家
階
級
に
対
す
る
一
種
の
「
駿
買
」
に
過

ぎ
な
い
。
こ
の
外
、
重
工
業
品
の
絶
対
的
部
分
は
す
べ
て
国
営

で
あ
り
、
対
外
貿
易
と
外
国
為
替
は
す
べ
て
国
家
の
厳
重
な
管

理
下
に
あ
る
。
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
は
次
の
こ
と
を
知
る
の
で

あ
る
、
す
な
わ
ち
資
本
家
は
貨
幣
資
本
が
あ
っ
て
も
多
量
の
原

料
を
仕
入
れ
る
必
要
が
な
い
の
に
仕
入
れ
る
こ
と
は
で
き
ず
、

生
産
規
模
を
拡
大
あ
る
い
は
縮
小
し
た
い
と
思
う
時
に
も
自
由

に
は
で
土
、
寺
、
さ
ら
に
労
働
者
に
対
し
て
任
意
に
収
奪
を
行
う

こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
次
の
よ
う
に
も
い
え
る
、
す
な
わ
ち

わ
が
国
ｏ
経
済
構
ｗ
一
旭
に
お
け
る
資
本
主
義
部
分
と
英
米
狡
占
資
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本
と
は
同
一
で
な
く
、
資
本
主
義
の
基
本
法
則
に
し
た
が
っ
て

発
展
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
「
本
国
の
大
多
数
の
人
氏

を
収
奪
し
て
彼
等
を
破
産
と
貧
困
に
陥
れ
、
奴
隷
労
働
と
不
断

の
収
奪
に
よ
っ
て
他
国
の
人
民
を
、
特
に
後
進
国
の
人
民
を
収

奪
し
、
さ
ら
に
最
高
利
潤
を
保
証
す
る
戦
争
と
国
民
経
済
の
軍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

事
化
を
行
い
、
最
大
隈
の
資
本
主
義
の
利
潤
を
保
証
す
る
こ
と
」

は
で
き
な
い
ば
か
り
か
、
さ
ら
に
競
争
と
無
政
府
状
態
の
法
則

に
照
応
し
て
盲
目
的
に
生
産
消
費
を
進
め
る
こ
と
も
完
全
に
不

可
能
で
あ
る
。
わ
が
国
の
資
木
主
義
わ
よ
び
そ
れ
と
関
連
す
る

経
済
法
則
の
作
用
範
囲
は
い
ず
れ
も
制
限
さ
れ
て
お
り
、
か
く

し
て
人
民
券
の
資
本
化
機
能
お
よ
び
そ
の
作
用
範
囲
も
ま
た
制

限
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
、
人
民
券
の
資
本
化
と
人
民
券
が
国
家
の
計
算
と
計
画

の
用
具
と
な
る
こ
と
と
は
、
決
し
て
人
民
券
の
二
つ
の
平
等
並

立
の
杜
会
的
性
質
で
は
な
い
。
多
く
の
人
疋
が
大
抵
知
っ
て
い

る
如
く
、
無
産
階
級
と
資
本
家
階
級
、
杜
会
主
義
人
民
所
有
制

と
資
本
主
義
所
有
制
、
計
画
的
均
衡
発
展
の
法
則
と
無
政
府
的

発
展
の
法
則
と
は
直
接
的
対
立
物
で
み
る
。
か
く
し
て
杜
会
主
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義
所
有
傲
の
基
礎
の
上
に
成
立
し
、
計
画
的
身
衡
法
則
を
具
現

し
た
人
民
券
は
、
国
家
の
弓
う
計
算
・
計
画
の
用
呉
叱
い
う
杜

会
的
性
質
を
も
ち
、
資
本
主
義
所
有
制
の
基
礎
の
上
に
成
立
し
、

競
争
と
無
政
府
的
法
則
お
よ
び
剰
余
価
値
法
則
を
具
現
し
た
人

民
券
の
資
本
化
と
い
う
什
会
的
性
質
と
は
相
互
に
対
立
的
で
あ

る
。
薪
中
国
の
人
民
券
は
無
産
階
級
の
掌
握
す
る
闘
争
の
用
具

で
あ
り
、
そ
れ
は
社
会
主
義
の
経
済
的
範
濤
と
し
て
の
計
算
と

計
画
の
用
呉
と
な
り
、
国
民
経
済
の
物
資
的
富
の
生
産
と
分
配

の
用
具
で
あ
る
と
い
う
社
会
的
性
質
は
、
人
民
猪
の
杜
会
的
性

質
の
基
本
的
な
も
の
で
あ
り
、
人
民
券
の
本
質
で
あ
る
。
人
民

潜
の
資
本
化
と
い
う
性
質
は
、
第
二
次
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、

資
本
家
階
級
が
人
民
券
の
一
般
的
等
価
物
た
る
性
質
を
利
用
す

る
こ
と
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
の
利
用
も
ま
た
社
会
主
義
経
済

部
分
の
指
導
下
に
あ
り
、
計
画
的
均
衡
発
展
の
法
則
の
制
約
と

国
家
の
計
算
・
計
両
の
用
具
と
し
て
の
作
用
の
下
に
あ
り
、
制
隈

さ
れ
た
条
件
と
範
囲
内
に
お
け
る
利
用
で
あ
る
。
人
民
券
の
も

つ
こ
の
矛
盾
は
、
正
に
わ
が
国
現
段
階
に
お
け
る
杜
会
経
済
的

構
造
の
内
部
的
矛
盾
の
反
映
で
あ
る
。
し
か
し
わ
が
国
の
杜
会

●



主
義
経
済
は
日
に
日
に
拡
大
し
、
資
本
主
義
経
済
は
日
に
日
に

縮
少
し
つ
つ
あ
る
。
こ
の
事
情
は
人
民
券
が
国
家
の
計
算
・
計
画

の
用
具
と
な
る
と
い
う
本
質
お
よ
ぴ
そ
の
作
用
範
囲
が
日
に
日

に
拡
大
し
、
資
本
化
の
面
は
日
に
日
に
縮
少
し
ゃ
が
て
完
全
に

消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
、
、
と
い
う
こ
と
に
椙
応
ず
る
も
の
で
あ
る
。

　
要
す
る
に
、
人
民
券
　
　
薪
申
国
の
唯
一
の
貨
幣
　
　
も
ま

た
商
品
世
界
の
一
般
的
等
価
物
で
あ
り
、
こ
の
基
礎
の
上
に
、

人
民
券
は
無
産
階
級
の
指
導
す
る
国
家
が
意
識
的
に
運
用
す
る

計
算
と
計
画
の
用
具
で
あ
る
。
こ
の
新
し
い
杜
会
的
性
質
は
わ

が
国
が
強
大
な
杜
会
主
義
工
業
国
に
建
設
さ
れ
る
と
い
う
こ
の

偉
大
な
る
事
業
に
対
し
て
亘
大
な
作
用
を
も
ち
、
か
く
し
て
人

民
券
は
無
産
階
級
に
と
っ
て
不
可
欠
な
闘
争
の
武
器
で
あ
る
。

　
仙
　
ス
タ
ー
リ
ン
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
社
会
主
義
経
済
の
講
間
題
」

　
　
四
、
人
民
券
の
機
能
間
題

　
貨
幣
の
機
能
は
貨
幣
の
本
質
か
ら
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
貨
幣
の
本
質
は
ま
た
貨
幣
の
機
能
を
通
じ
て
の
み
現
わ
れ

得
る
も
の
で
あ
る
。
種
々
異
っ
た
社
会
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の

性
質
は
若
干
変
化
し
て
現
わ
れ
、
そ
れ
に
応
じ
て
貨
幣
の
機
能

　
　
　
新
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も
ま
た
必
然
約
に
変
化
す
る
。

　
わ
れ
わ
れ
が
上
述
し
た
如
く
、
貨
幣
の
本
質
は
一
般
的
等
価

物
と
し
て
の
性
質
で
あ
り
、
価
値
尺
度
・
流
通
手
段
・
貯
蔵
手

段
．
支
払
手
段
は
貨
幣
が
一
般
的
等
価
物
と
し
て
行
う
機
能
の

現
わ
れ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
性
質
と
機
能
は
商
晶
生
産
の
必

要
に
応
じ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。
商
品
生
産
が
な
お
存
続
す

る
間
は
、
こ
れ
ら
の
性
質
と
機
能
は
基
本
的
に
は
変
化
し
得
な

い
が
、
し
か
し
貨
幣
は
一
定
の
生
産
関
係
の
下
で
運
動
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
、
貨
幣
が
一
定
の
所
有
制
と
結
合
す
る
時
に
は
、

一
般
的
等
価
物
の
本
質
と
機
能
は
影
響
を
受
け
、
若
干
の
変
化

を
起
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
基
礎
の
上
で
は
そ
の
よ
う
な
所
有
制

を
具
現
し
た
あ
る
特
定
び
杜
会
的
性
質
が
生
ず
る
。
こ
の
よ
う

な
事
情
と
関
連
し
な
が
ら
、
機
能
の
面
の
現
わ
れ
方
１
も
あ
る
旧

い
機
能
が
消
失
し
、
あ
る
新
し
い
機
能
が
発
生
し
、
あ
る
機
能

の
作
用
範
囲
は
制
限
を
受
け
、
あ
る
機
能
の
内
容
は
す
で
に
基

本
的
に
変
化
し
な
が
ら
も
、
な
お
そ
の
形
式
だ
け
は
残
し
て
い

る
。
か
く
し
て
わ
れ
わ
れ
が
一
定
杜
会
に
お
け
る
貨
幣
の
機
能

間
題
を
研
究
す
る
時
に
は
、
必
ず
そ
の
時
の
杜
会
的
経
済
構
造
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の
情
況
、
商
品
生
産
の
情
況
お
よ
び
経
済
法
則
の
間
題
を
研
究

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
現
在
わ
れ
わ
れ
は
、
上
述
し
た
よ
う
な
わ
が
国
の
経
済
構
造

の
情
況
、
商
品
生
産
の
情
況
わ
よ
び
経
済
法
則
に
基
い
て
人
民

券
の
機
能
問
題
を
研
究
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
１
、
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能

　
現
在
わ
が
国
に
お
け
る
物
質
的
財
貨
の
生
産
と
分
配
は
な
わ

主
と
し
て
商
品
の
形
式
を
採
っ
て
い
る
の
で
、
人
民
券
は
な
お

広
大
な
範
囲
に
お
い
て
価
値
尺
度
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
し
か

し
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
は
商
品
生
産
の
範
囲
内
に
お
い
て

で
あ
っ
て
、
そ
の
作
用
の
条
件
と
効
果
と
は
い
ず
れ
も
資
本
主

義
社
会
に
お
け
る
事
情
と
は
異
っ
て
い
る
。
非
商
品
世
界
に
な

れ
ば
、
人
民
券
の
個
値
尺
度
機
能
は
資
本
主
義
貨
幣
が
も
ち
得

な
い
作
用
を
生
じ
さ
せ
る
、

．
…
　
国
営
経
済
に
お
い
て
は
、
消
費
資
材
の
生
産
の
全
部
と

生
産
資
材
の
生
産
の
一
部
は
な
お
商
品
で
あ
る
。
農
業
生
産
の

一
部
分
も
商
品
で
あ
る
（
食
糧
・
油
料
の
統
制
購
入
お
よ
び
棉

花
な
ど
重
要
原
料
の
大
量
収
買
に
よ
っ
て
、
農
業
生
産
の
う
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八
（
三
六
八
）

の
商
口
岬
部
分
ぱ
大
い
に
増
加
し
、
わ
が
国
農
業
経
済
の
商
品
化

率
を
高
め
た
が
、
こ
れ
は
農
村
経
済
の
極
め
で
プ
ぎ
な
変
化
で

あ
る
）
。
．
手
工
業
生
産
は
ほ
と
ん
ど
全
部
商
品
生
産
で
あ
る
。

資
本
主
義
生
産
は
す
べ
て
商
品
生
産
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
異
っ

た
経
済
部
分
の
商
品
生
産
は
す
べ
て
わ
が
国
の
広
大
な
統
一
的

な
商
品
市
場
を
構
成
し
、
ど
の
経
済
部
分
の
生
産
し
た
商
晶
で

あ
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
す
べ
て
同
一
市
場
に
お
い
て
運
動
し
、

商
品
の
市
場
栖
格
を
形
成
す
る
。
正
に
こ
の
範
囲
内
に
わ
い
て

は
、
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
は
な
お
完
全
に
そ
の
本
来
的
性

質
に
し
た
が
っ
て
機
能
す
る
。
一
切
の
商
品
が
内
包
す
る
と
こ

ろ
の
杜
会
的
労
働
は
、
す
べ
て
人
民
券
の
貨
幣
価
値
形
態
を
通

じ
て
測
定
標
記
で
き
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
人
間
の
観
念
上
形

成
す
る
一
種
の
質
的
に
同
等
な
・
量
的
に
比
較
し
得
る
金
量
と

す
る
の
で
あ
る
。
人
民
券
の
僑
値
尺
度
と
し
て
の
、
こ
の
よ
う

な
自
然
発
生
的
作
用
は
商
品
の
広
汎
な
交
換
が
条
件
を
創
造
し

た
の
で
あ
り
、
商
晶
の
売
買
過
程
を
促
進
す
る
、
こ
の
点
に
わ

い
て
、
人
民
券
の
価
値
尺
度
作
用
と
資
本
主
義
貨
幣
の
価
値
尺

度
が
も
つ
作
用
と
は
、
基
本
的
に
は
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
異

＼



っ
た
面
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
す
な
わ
ち
わ
が
国
に
お
け
る
商

品
の
市
場
価
格
は
決
し
で
完
全
に
は
自
然
発
生
的
盲
目
的
で
は

な
く
、
商
品
世
界
の
価
値
法
則
は
そ
の
調
節
作
用
を
保
有
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
た
だ
計
画
的
均
衡
発
展
の
法
則
の
下

に
お
い
て
の
み
作
用
す
る
に
遇
ぎ
な
い
。
価
値
法
則
は
商
品
と

貨
幣
流
通
を
通
じ
て
生
ず
る
作
用
で
あ
り
、
価
値
法
則
が
生
ぜ

し
め
る
作
用
の
程
度
と
範
囲
が
制
限
さ
れ
る
事
情
は
当
然
に
商

品
生
産
と
貨
幣
流
通
に
も
現
わ
れ
る
。
市
場
術
格
の
形
成
と
い

う
姿
で
、
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
よ
う
な
事
情
を
見
る
こ
と
が
出
来

る
。
す
な
わ
ち
わ
が
国
の
国
営
経
済
と
合
作
杜
の
発
展
に
よ
り
、

匡
家
の
手
に
大
量
の
商
晶
と
主
要
工
業
生
産
が
掌
握
さ
れ
、
国

家
は
計
画
的
均
衡
発
炭
○
法
則
わ
よ
び
工
業
の
発
展
水
準
に
基

き
、
資
本
主
義
と
工
業
生
産
の
情
況
を
顧
慮
し
て
、
わ
が
国
の

物
価
水
準
お
よ
び
農
工
業
生
産
晶
の
価
格
差
の
隈
度
を
調
整
し
、

き
ら
に
国
家
の
手
中
に
あ
る
大
量
の
物
資
を
用
い
て
物
価
の
安

定
を
保
持
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
若
し
国
家
が
計
画
的
に
わ
が

国
の
物
価
水
準
を
調
整
し
、
物
衙
を
安
定
し
、
農
工
業
品
価
格

の
鋏
状
差
の
盲
目
的
発
展
を
制
止
し
な
け
れ
ば
、
ど
れ
程
国
民

　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

経
済
は
損
害
を
受
け
、
混
乱
を
引
き
起
し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
か
、

た
と
え
ば
一
九
五
〇
年
三
月
以
前
、
戦
争
の
破
壊
と
生
産
が
ま

だ
完
全
に
恢
復
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
に
、
物
価
の
情
況
は
改

善
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
は
い
え
、
ま
だ
一
直
線
に
上
昇
し
つ
っ

あ
っ
た
。
一
九
五
〇
年
三
月
全
国
の
財
政
経
済
が
統
一
さ
れ
る

に
わ
よ
ん
で
、
財
政
収
支
の
均
衡
・
物
資
調
達
の
均
衡
・
現
金

収
支
の
均
衡
が
勝
利
の
う
ち
に
闘
い
と
ら
れ
、
全
国
の
物
価
が

ま
ず
大
巾
に
低
下
し
た
。
一
九
五
〇
年
四
月
全
国
七
大
都
市
の

却
売
物
価
指
数
は
三
月
の
平
均
物
価
に
対
し
て
八
二
・
七
％
と

な
り
、
五
月
は
四
月
の
八
九
・
六
％
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
短

期
間
の
う
ち
に
、
私
人
商
業
は
仕
入
れ
を
停
止
し
、
売
惜
し
み

を
観
望
し
、
工
業
生
産
も
ま
た
滞
荷
と
製
品
価
格
下
落
の
た
め

に
影
響
を
受
け
た
。
た
だ
国
営
経
済
の
工
作
に
よ
っ
て
の
み
、

こ
の
局
面
が
迅
速
に
転
換
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
一

九
五
二
年
「
三
反
「
五
反
」
運
動
の
後
、
国
営
商
業
は
相
次
い

で
多
数
の
駈
格
を
低
下
さ
せ
、
一
九
五
二
年
一
月
か
ら
七
月
に

か
け
て
、
七
大
都
市
の
却
売
物
価
指
数
は
毎
月
低
下
し
、
多
く

の
私
的
商
工
業
の
生
産
と
経
営
は
影
響
を
受
け
た
。
そ
の
半
年
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後
国
営
経
済
か
ら
大
量
の
加
工
生
産
と
註
文
生
産
、
一
し
が
市
場
に

出
さ
れ
た
の
で
、
さ
ら
に
情
況
が
好
転
し
た
。
こ
れ
は
現
在
の

わ
が
国
の
経
済
構
造
の
下
に
お
い
て
、
計
画
的
に
物
価
水
準
為
山

調
整
し
、
適
当
に
各
種
の
物
価
比
率
を
規
定
す
る
こ
と
が
、
必

要
で
あ
る
と
と
も
に
可
能
で
も
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

若
し
こ
の
場
合
に
価
値
法
則
が
無
制
限
に
盲
目
的
に
作
用
し
た

の
で
あ
る
な
ら
ば
、
全
国
民
経
済
は
影
響
を
受
け
た
こ
と
で
あ

ろ
う
。
若
し
物
価
が
も
っ
ぱ
ら
国
営
経
済
の
事
情
と
慶
越
性
に

基
い
て
決
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
資
本
主
義
商
工
業
生

産
は
影
響
を
受
け
、
し
た
が
っ
て
国
民
経
済
は
損
害
を
受
け
た

こ
と
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
こ
こ
に
お
い
て
は
、
国
家
が
国

営
経
済
の
物
質
的
基
礎
の
上
に
立
っ
て
、
計
画
的
均
衡
発
展
の

法
則
を
運
用
し
、
国
民
経
済
に
関
連
す
る
要
素
と
価
値
法
則
の

作
用
を
考
慮
し
、
計
画
的
に
物
価
水
準
を
調
整
す
る
。
ま
た
、

商
晶
生
産
の
領
域
に
お
い
て
は
、
価
値
尺
度
機
能
も
完
全
に
は

自
然
発
生
的
に
は
作
用
せ
ず
、
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る
。
国
営

企
業
の
生
産
す
る
商
晶
は
、
そ
の
原
価
価
格
の
形
式
に
お
い
て
、

こ
の
特
殊
性
を
さ
ら
に
具
体
的
に
顕
著
に
示
し
て
い
る
　
　
価
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〇
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随
法
則
の
白
然
生
発
的
調
整
作
用
は
不
完
全
で
あ
る
ば
か
り
で

む
く
、
さ
ち
に
価
値
法
則
諾
関
係
は
兄
透
さ
れ
、
柘
値
法
則
に
・

対
し
て
巧
妙
な
運
用
が
な
さ
れ
る
。

　
閉
　
国
営
経
済
に
お
け
る
生
産
の
う
ち
、
一
部
分
は
配
分
物

資
で
あ
る
。
そ
れ
ら
は
国
家
の
配
分
計
画
と
配
分
価
格
に
１
し
た

が
っ
て
国
営
経
済
諸
部
門
の
中
を
移
転
し
、
そ
の
価
格
は
も
は

や
市
場
価
格
の
影
響
を
受
け
ず
、
移
転
も
ま
た
所
有
者
を
変
え

な
い
。
こ
の
配
分
物
資
は
す
で
に
商
品
世
界
を
離
脱
し
、
一
般

商
品
の
流
通
過
程
を
離
脱
し
て
、
た
だ
「
商
晶
」
の
形
式
を
残

し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
人
民
券
の
価
値
尺
度

機
能
は
自
然
発
生
的
に
価
格
を
測
定
し
、
売
買
を
促
進
す
る
作

用
を
も
た
な
い
。
か
か
る
情
況
は
、
社
会
主
義
所
有
制
に
と
っ

て
は
一
つ
の
合
法
則
的
現
象
で
あ
る
と
い
え
る
が
、
し
か
し
わ

が
国
民
経
済
に
お
い
て
は
却
っ
て
一
つ
の
特
殊
領
域
を
な
し
、

広
大
な
商
晶
世
界
の
外
に
あ
る
一
つ
の
非
商
品
世
界
で
あ
る
。

こ
こ
に
お
い
て
は
価
値
法
則
は
す
で
に
調
節
作
用
を
失
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
が
、
し
か
し
ま
だ
一
定
の
影
響
力
を
も
ち
、
し
た

が
っ
て
こ
１
れ
ら
の
配
分
物
資
の
生
産
と
移
転
も
孤
立
し
て
行
わ



れ
る
も
の
で
は
な
い
、
非
蔚
鼎
世
界
と
商
品
泄
界
と
は
現
存
な

お
内
部
的
に
は
緊
密
な
関
連
を
も
ち
、
多
瀬
歎
の
経
済
部
分
が

存
在
す
る
た
め
に
、
配
分
物
資
製
造
の
原
料
・
補
助
原
料
な
ど

ま
だ
商
品
で
あ
り
、
労
賃
を
計
算
す
る
必
要
が
あ
り
、
か
く
し

て
配
分
物
質
が
含
む
と
こ
ろ
の
杜
会
的
労
働
は
な
お
価
値
形
態

を
通
じ
て
現
わ
れ
得
る
の
み
で
あ
る
。
貨
幣
の
価
値
尺
皮
機
能

を
通
じ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
価
格
・
資
本
な
ど
の
価
値
範
膳
を
利

用
し
評
価
し
、
国
営
企
業
の
生
産
を
計
算
し
計
画
し
慌
督
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
商
品
世
界
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
す
で
に

商
品
世
界
を
離
脱
し
た
配
分
物
賓
も
貨
幣
の
価
値
尺
度
機
能
の

作
用
を
必
要
と
し
、
逆
に
ま
た
貨
幣
の
価
償
尺
度
機
能
が
配
分

物
資
に
商
品
形
式
を
採
ら
せ
る
の
で
あ
る
。

　
配
分
物
資
の
種
類
が
漸
次
増
加
す
る
た
め
に
は
、
国
営
緑
済

の
比
重
が
漸
次
増
大
し
、
商
品
市
場
の
範
囲
が
漸
次
縮
少
す
る

必
要
が
あ
る
。
か
く
し
て
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
の
白
然
発

生
的
作
用
も
ま
た
縮
少
し
、
計
両
の
用
具
と
し
て
の
作
用
は
日

に
日
に
増
大
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
人
民
券
が
計
算
と
計

匡
の
用
具
と
し
て
の
本
質
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
。
人
民
券

　
　
　
新
申
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の
こ
の
新
し
い
杜
会
附
性
質
ば
、
人
民
券
の
諮
機
能
の
変
忙
を

通
じ
て
、
ま
ず
価
値
尺
度
機
能
の
内
容
に
、
こ
の
よ
う
な
変
化

が
実
現
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
榊
　
わ
が
国
に
わ
け
る
経
済
の
発
展
は
、
各
種
の
経
済
制
政

の
再
生
産
を
要
求
し
、
各
部
類
・
各
部
門
の
生
産
が
い
ず
れ
も

計
画
的
均
衡
発
展
の
法
則
に
し
た
が
い
、
且
ハ
体
的
に
国
民
経
済

に
柏
応
し
た
計
両
の
上
に
現
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
（
国
民
経
済

計
画
の
基
本
的
要
求
は
各
項
肩
が
計
画
的
で
あ
り
関
係
項
目
が

均
衡
的
で
あ
る
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
こ
そ
計
画
的
均
衡
発
展
の

法
則
の
現
わ
れ
で
あ
る
）
。
　
し
か
し
わ
が
国
の
全
生
産
の
う
ち

一
部
分
は
商
品
で
あ
り
、
一
部
分
は
非
商
晶
と
し
て
の
配
分
物

資
で
あ
る
か
ら
、
若
し
統
一
的
な
計
画
用
具
が
な
く
、
統
一
的

な
価
値
観
念
が
な
く
、
商
品
と
非
商
晶
が
内
包
す
る
と
こ
ろ
の

杜
会
的
労
働
が
同
質
の
埴
と
し
て
比
較
表
現
す
る
こ
と
が
で
き

な
け
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
商
口
叩
、
し
非
商
口
叩
と
の
生
産
を
一
つ
の

困
民
終
済
計
肌
に
統
一
す
る
方
法
が
な
く
、
き
ら
に
商
晶
流
通

の
形
式
を
通
ず
る
分
配
と
、
計
而
配
分
の
形
式
を
通
ず
る
分
配

と
を
一
つ
の
塵
氏
絡
済
計
砥
に
統
一
す
る
こ
と
は
．
一
、
・
き
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
一
〇
一
　
（
三
七
一
）

凹
…

－川
山’

■
■

’

叩山＾
’……

一
＾
’
』

…＾一
二

叩…
＾｛

…
血

牛＾

凹…’
皿



ｑ

　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
三
号
）

こ
こ
に
わ
い
て
、
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
は
そ
の
特
殊
な
歴

史
的
機
能
を
果
す
の
で
あ
る
。
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
の
基

本
的
内
容
（
す
な
わ
ち
各
種
生
産
物
の
包
含
す
る
杜
会
的
労
働

を
同
名
称
の
量
に
表
現
す
る
作
用
）
は
変
化
し
な
い
が
、
し
か

し
そ
れ
は
商
品
世
界
に
あ
っ
て
は
弄
、
の
本
来
の
性
質
に
し
た
が

っ
て
自
然
発
生
的
に
作
用
し
、
非
商
品
世
界
に
あ
っ
て
は
計
画

的
に
利
用
さ
れ
間
接
的
に
労
働
の
消
耗
が
測
定
さ
れ
、
原
価
が

規
定
さ
れ
る
。
か
く
し
て
、
商
品
と
非
商
品
に
内
在
す
る
社
会

的
労
働
は
、
す
べ
て
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
を
通
じ
て
白
己

の
貨
幣
表
現
を
も
っ
の
で
あ
り
、
す
べ
て
が
価
格
　
　
同
名
称

の
金
属
量
　
　
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
計
画
は

可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
は
、
こ
こ

に
お
い
て
は
広
汎
に
そ
の
作
用
を
現
わ
し
、
公
私
の
商
品
生
産

・
組
織
市
場
と
非
組
織
市
場
の
商
晶
流
通
を
一
つ
の
計
画
内
に

ｉ
統
一
す
る
の
み
な
ら
ず
、
さ
ら
に
商
晶
と
非
商
品
の
生
産
と
分

配
と
を
国
家
の
経
済
計
画
に
統
一
す
る
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ

は
五
カ
年
建
設
計
画
の
時
期
に
入
っ
て
、
こ
れ
ら
の
作
用
が
い

よ
い
よ
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
を
感
ず
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二
（
三
七
二
）

　
こ
の
他
に
、
さ
ら
に
提
起
す
べ
き
問
題
は
次
の
如
き
も
の
で

あ
る
。
資
本
主
義
経
済
と
小
生
産
の
存
在
に
よ
り
、
ま
た
商
品

と
価
値
法
則
の
存
在
に
よ
り
、
さ
ら
に
非
組
織
市
場
の
存
在
に

よ
り
、
各
時
期
各
地
区
各
種
類
の
物
価
の
局
部
的
一
時
的
騰
落

と
不
均
衡
性
・
盲
目
性
と
が
な
お
存
在
す
る
の
で
、
国
民
経
済

計
画
を
編
製
す
る
に
当
っ
て
は
、
あ
る
種
の
「
不
変
価
格
」
を

使
用
し
、
各
種
の
生
産
と
分
配
の
計
面
指
標
が
上
述
し
た
よ
う

な
物
価
変
動
の
影
響
を
避
け
る
に
便
な
ら
し
め
、
真
実
の
情
況

を
反
映
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
不
変
価
格
」
も
同

様
に
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能
の
作
用
を
明
示
し
て
い
る
。
価

値
尺
度
機
能
が
価
格
と
価
値
と
が
分
離
す
る
実
際
上
の
可
能
性

を
台
え
る
こ
と
に
よ
り
（
す
な
わ
ち
「
価
格
と
価
値
の
大
き
さ

の
量
的
不
一
致
・
あ
る
い
は
価
格
の
価
値
の
大
き
さ
か
ら
の
背

離
の
・
可
能
性
は
、
価
格
形
態
そ
の
も
の
の
う
ち
に
横
た
わ
っ

　
　
ｏ

　
　
（

て
い
る
」
の
で
、
価
格
は
貨
幣
の
価
値
尺
度
作
用
を
通
じ
て
現

わ
れ
た
も
の
で
あ
る
）
、
　
か
く
し
て
人
民
券
の
価
値
尺
度
機
能

は
、
国
家
が
掌
握
し
運
用
す
る
価
格
政
策
の
要
素
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
国
家
の
計
画
実
施
の
要
素
で
も
あ
る
。



　
ｏ
ｎ
　
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
長
谷
都
訳
、
二
一
七
頁

　
２
　
人
民
券
の
流
通
手
段
機
能

　
「
商
品
流
通
の
媒
介
者
と
し
て
、
貨
幣
は
流
通
手
段
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
Ｄ

　
　
　
　
　
　
　
（

機
能
を
受
け
と
る
。
」
　
わ
が
国
民
経
済
に
お
け
る
各
部
門
の
生

産
物
の
う
ち
に
、
商
晶
と
非
商
品
と
の
区
別
が
あ
る
の
で
、
こ

の
二
つ
の
異
っ
た
領
域
に
お
い
て
人
民
券
の
流
通
手
段
た
る
機

能
は
異
っ
た
事
惜
に
あ
る
。

　
…
　
非
商
品
の
配
分
物
資
の
範
囲
に
わ
い
て
は
、
そ
の
作
用

は
も
は
や
人
民
券
の
流
通
手
段
機
能
で
は
な
く
、
配
分
物
資
の

国
営
企
業
部
門
間
へ
の
分
配
と
移
転
は
決
し
て
商
品
の
形
態
変

化
で
は
な
く
、
所
有
の
移
転
で
も
な
い
の
で
、
根
本
的
に
購
買

手
段
を
必
要
と
し
な
い
。
こ
こ
に
お
い
て
は
、
貨
幣
の
形
式
は

物
質
的
財
貨
の
移
転
状
況
を
計
算
し
計
画
す
る
た
め
に
利
用
さ

れ
、
さ
ら
に
国
営
企
業
が
価
値
法
則
・
利
潤
・
原
価
な
ど
の
経

済
範
嬢
を
利
用
し
、
経
済
計
算
を
実
行
し
生
産
消
費
計
画
の
完

成
を
監
督
す
る
要
求
と
関
連
す
る
。
か
く
し
て
配
分
物
資
の
範

囲
に
お
い
て
は
、
人
民
券
の
提
供
す
る
も
の
は
も
は
や
流
通
手

段
で
は
な
く
し
て
、
　
一
種
の
薪
し
い
機
能
　
　
決
算
壬
・
段
と

　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

な
っ
て
い
る
（
決
算
乎
段
に
つ
い
て
は
後
に
触
れ
る
で
あ
ろ

う
）
。

　
閉
　
し
か
し
商
品
世
界
に
あ
っ
て
は
（
国
営
経
済
の
生
産
経

営
す
る
商
晶
を
も
含
む
）
、
　
人
民
券
の
流
通
手
段
機
能
は
存
在

す
る
。
さ
ら
に
次
の
如
く
い
え
る
、
す
な
わ
ち
商
品
の
流
通
過

程
に
お
い
て
、
貨
幣
は
商
晶
の
対
立
物
と
な
り
、
商
品
形
態
の

転
形
変
化
な
ど
の
事
情
は
、
基
本
的
に
は
資
本
主
義
的
商
晶
流

通
の
過
程
と
同
一
で
あ
る
。
し
か
し
貨
幣
流
通
は
た
だ
商
品
流

通
の
表
現
に
過
ぎ
な
い
が
、
異
っ
た
情
況
と
条
件
の
下
に
お
け

る
商
品
流
通
は
貨
幣
の
流
通
子
段
機
能
に
新
し
い
内
容
を
も
た

ら
す
。

　
わ
が
国
の
商
口
叩
流
通
に
は
す
で
に
国
営
経
済
が
参
加
し
、
ま

た
資
本
家
と
小
生
産
者
も
参
加
し
て
い
る
の
で
、
わ
が
国
の
商

品
流
通
は
た
だ
一
部
分
の
み
が
組
織
的
計
画
的
で
あ
り
、
一
部

分
は
白
然
発
生
的
で
あ
り
、
市
場
法
則
の
支
配
を
受
け
て
い
る

と
い
え
る
。
し
か
し
国
営
貿
易
と
合
作
社
の
発
展
に
よ
る
農
産

品
に
対
す
る
季
節
的
大
量
収
買
、
工
業
品
に
対
す
る
長
期
的
大

最
的
加
工
生
産
、
註
文
生
産
、
統
制
販
売
、
各
級
の
却
売
店
入

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
（
三
七
三
）



　
　
　
立
命
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経
済
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）

合
作
杜
網
の
設
立
、
重
要
原
料
（
棉
花
の
如
き
）
の
統
一
的
な

収
買
と
供
給
、
特
に
昨
年
か
ら
開
始
し
た
食
糧
の
計
画
的
収
買

と
計
画
的
供
給
、
油
原
料
の
計
画
的
収
買
と
食
油
の
計
画
的
供

給
は
、
組
織
的
計
画
的
市
場
を
大
々
的
に
拡
張
し
た
。
さ
ら
に

わ
れ
わ
れ
の
市
場
に
対
す
る
管
理
工
作
は
、
国
家
は
当
面
ま
だ

完
全
に
市
場
の
盲
目
性
を
排
除
し
得
て
い
な
い
け
れ
ど
も
（
ま

だ
資
本
主
義
生
産
と
小
生
産
が
あ
る
た
め
に
）
、
　
し
か
し
国
家

は
す
で
に
市
場
を
支
配
す
る
カ
を
も
ち
、
こ
の
力
は
日
一
日
と

増
強
し
つ
つ
あ
る
か
ら
、
や
が
て
は
杜
会
主
義
的
・
統
一
的
・

組
織
的
計
画
的
商
品
市
場
を
組
織
し
、
さ
ら
に
立
派
に
杜
会
主

義
工
業
と
農
業
生
産
・
合
作
社
と
個
人
農
民
と
の
間
の
連
繋
を

組
織
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
少
し
も
疑
間
の
余
地
は
な
い
。

現
在
す
で
に
存
在
し
将
来
益
々
増
強
す
る
で
あ
ろ
う
組
織
的
商

品
流
通
の
基
礎
の
上
に
、
計
画
的
に
商
晶
流
通
を
組
織
し
、
貨

幣
流
通
を
組
織
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
季
節
・
地
点
・
経
路
・
数

量
な
ど
あ
ら
ゆ
る
面
を
相
互
に
適
応
さ
せ
る
こ
と
が
可
能
で
あ

る
。
組
織
的
商
品
流
通
が
計
画
的
に
貨
幣
流
通
を
調
節
す
る
前

提
条
件
を
提
供
し
、
そ
の
逆
に
計
画
的
貨
幣
流
通
過
程
の
完
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四
（
三
七
四
）

を
促
進
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
は
人
民
券
の
流
通
手
段
機
能
は

も
は
や
盲
目
的
で
は
な
い
。
そ
れ
は
盲
目
灼
な
商
品
流
通
の
媒

介
で
は
な
く
、
そ
れ
は
計
画
的
内
容
と
意
識
的
内
容
と
が
賦
与

さ
れ
、
か
く
し
て
全
杜
会
の
商
品
流
通
の
計
画
的
完
成
に
対
し

て
一
つ
の
真
に
積
極
的
な
作
用
を
な
す
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
点
で
、
人
民
券
の
流
通
手
段
機
能
的
は
資
本
主
義
貨
幣
の
流

通
手
段
機
に
比
し
て
、
多
く
の
異
っ
た
内
容
を
も
っ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
よ
う
な
差
別
は
決
し
て
一
般
的
等
価
物
自
体
か
ら

生
じ
た
も
の
で
は
な
く
、
薪
申
国
の
経
済
機
構
の
特
殊
性
と
社

会
主
義
経
済
制
度
の
指
導
的
作
用
の
賦
与
す
る
と
こ
ろ
の
も
の

で
あ
る
。

　
し
か
し
わ
れ
わ
れ
は
こ
の
面
を
誇
大
視
す
る
こ
と
な
く
、
資

本
家
と
小
生
産
者
が
参
加
し
て
い
る
現
実
の
姿
を
軽
視
す
る
こ

と
な
く
、
商
業
は
す
べ
て
商
業
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら

ず
、
こ
の
領
域
に
お
い
て
は
価
値
法
則
が
な
お
調
節
作
用
を
も

っ
て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
市
場
の
盲
目
的
カ
も

な
お
存
在
し
、
か
く
し
て
貨
幣
流
通
の
計
画
化
は
幾
多
の
困
難

を
増
加
さ
せ
る
。
か
く
し
て
、
一
面
で
は
国
営
貿
易
と
台
作
社



の
工
作
を
み
、
閑
家
の
商
品
流
遁
面
に
わ
け
る
稲
々
の
措
置
が

貨
幣
流
通
の
計
蘭
化
に
客
観
的
基
礎
を
創
造
し
た
こ
と
を
み
、

貨
幣
流
通
を
組
蔽
す
る
調
節
工
作
を
積
極
胸
に
研
究
す
る
と
同

時
に
、
さ
ら
に
貨
幣
流
逓
の
完
全
計
画
化
の
条
件
な
ら
び
に
不

完
全
具
傭
の
事
実
を
も
み
て
、
こ
の
多
く
の
困
難
に
見
透
し
を

』
ｕ
て
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
…
　
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
、
二
一
二
五
頁

　
３
　
人
民
浴
の
貯
蔵
手
段
機
能

　
一
商
晶
流
通
の
拡
大
と
と
も
に
、
貨
幣
　
　
い
つ
で
も
使
、
疋

ろ
絶
対
的
に
杜
会
的
な
・
形
態
の
當
　
　
の
カ
が
増
大
」
し
、

貨
幣
は
富
の
絶
対
的
体
化
物
と
な
る
。
貨
幣
は
如
何
な
る
物
を

も
す
べ
て
買
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
人
友
は
貨
幣
貯
蔵
の
欲

望
を
起
し
、
貨
幣
の
質
的
無
隈
性
と
量
的
有
隈
性
と
の
矛
盾
は
、

さ
ら
に
貨
幣
貯
蔵
の
貧
慾
を
無
隈
に
増
大
す
る
。
貨
幣
の
貯
蔵

手
段
機
能
の
一
面
は
、
資
本
を
累
積
し
資
本
主
義
貨
幣
流
通
を

調
節
す
る
点
で
積
極
的
作
用
を
発
揮
し
、
資
本
主
義
の
発
展
を

助
け
ざ
こ
と
に
あ
る
。
他
方
に
わ
い
て
商
晶
流
通
過
程
に
一
層

の
暗
影
を
投
じ
、
資
木
主
義
の
牛
産
と
流
通
に
盲
目
性
と
危
機

　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

の
要
素
を
岬
加
せ
し
め
払
」
し

　
新
中
固
に
お
い
て
は
、
現
花
人
友
が
金
銀
を
貯
蔵
す
る
可
花

性
と
必
要
性
は
基
本
的
に
消
滅
し
た
ｃ
し
か
し
貯
蔵
累
積
の
形

式
を
通
じ
て
、
人
民
券
は
依
然
と
し
て
貨
幣
貯
蔵
手
段
の
機
能

を
発
揮
し
つ
つ
あ
る
が
、
し
か
か
し
そ
の
作
用
状
況
は
同
じ
で

は
な
い
。

　
山
　
人
民
券
が
貯
蔵
手
段
の
機
能
を
も
っ
て
い
る
こ
亡
は
何

ら
疑
い
な
い
。
四
年
来
の
客
観
的
事
実
の
発
展
が
完
全
に
こ
の

こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。
一
九
五
〇
年
三
月
以
前
に
、
人
民
券

の
購
買
力
は
低
下
し
、
物
価
は
騰
貴
し
、
農
村
は
混
乱
し
た
状

況
の
下
に
あ
っ
て
、
米
が
計
算
の
標
準
と
な
り
、
都
市
労
働
者

の
賃
銀
も
ま
た
「
分
」
ま
た
は
「
折
実
単
位
」
に
よ
っ
て
計
算

し
た
。
人
民
銀
行
が
貯
蕃
預
金
を
取
扱
っ
た
時
も
、
ま
た
折
実

計
算
を
し
た
。
貯
蓄
預
金
の
う
ち
に
は
、
以
前
に
は
「
折
実
儲

蓄
存
款
」
「
保
本
保
値
儲
蓄
存
款
」
が
あ
り
、
甚
だ
し
い
の
に
は

「
定
額
保
本
保
値
的
儲
蓄
存
単
」
が
あ
っ
た
（
こ
の
よ
う
な
預

金
は
発
行
地
の
範
囲
内
に
お
い
て
の
み
払
戻
お
よ
び
通
用
し
得

る
の
で
あ
っ
て
、
実
質
上
は
一
種
の
実
物
を
計
算
単
位
と
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
Ｃ
三
（
三
七
三
）
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立
命
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
三
号
）

貨
幣
で
あ
る
）
。
　
一
九
五
〇
年
三
月
、
財
政
経
済
が
統
一
さ
れ
、

物
価
が
安
定
し
た
後
の
三
年
間
の
状
況
は
基
本
的
な
変
化
が
生

じ
い
　
「
折
実
」
「
保
本
保
値
」
貯
蓄
預
金
は
日
に
日
に
減
少
し
、

現
在
で
は
基
本
的
に
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
た
だ
少
し
清
算
上

の
端
数
だ
け
が
残
っ
て
一
い
る
の
み
で
あ
る
。
貯
蓄
預
金
の
増
加

は
、
若
し
一
九
四
九
年
を
基
数
と
す
れ
ば
、
一
九
五
〇
年
は
一

〇
・
七
倍
に
増
加
し
、
一
九
五
一
年
は
四
六
・
五
倍
に
増
加
し
、

一
九
五
二
年
は
七
六
・
五
倍
に
増
加
し
、
一
九
五
三
年
は
二
一

六
倍
に
増
加
し
た
。
こ
れ
ら
の
貯
蓄
は
す
べ
て
人
民
券
に
よ
る

計
算
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
定
期
貯
蓄
の
全
貯
蓄
申
に
占
め
る
比

重
も
ま
た
年
序
増
加
し
、
一
九
五
一
年
の
定
期
貯
蓄
は
ま
だ
降

か
に
二
〇
・
一
％
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
一
九
五
二

年
末
に
は
す
で
に
四
七
・
二
％
を
占
め
る
に
至
り
、
定
期
は
十

年
以
上
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
事
実
は
す
で
に
人
民
が
長
期
的

に
彼
ら
の
富
を
人
民
券
の
形
式
で
保
有
す
る
こ
と
を
希
望
し
て

い
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
変
化
は
人
民
券
が
薪
申
国

の
経
済
的
条
件
の
下
で
、
貯
蔵
手
段
機
能
を
発
揮
し
つ
つ
あ
る

こ
と
を
雄
弁
に
説
明
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
六
（
三
七
六
）

　
仰
　
わ
れ
わ
れ
は
薪
申
国
の
経
済
的
条
件
の
下
で
は
、
貨
幣

の
貯
蔵
手
段
と
し
て
の
基
礎
が
弱
ま
っ
た
こ
と
に
注
意
す
る
必

要
が
あ
る
。
大
抵
の
人
々
が
知
っ
て
い
る
如
く
、
貨
幣
の
貯
蔵
手

段
機
能
は
貨
幣
の
絶
対
的
権
カ
に
基
い
て
い
る
が
、
こ
の
権
力

は
た
だ
資
本
主
義
的
商
品
生
産
の
条
件
の
下
一
、
、
の
み
存
し
得
る

の
で
あ
る
。
わ
が
国
に
は
商
品
生
産
が
存
在
し
て
お
り
、
資
本

主
義
部
分
が
存
在
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ら
の
一
切
の
運

動
は
国
営
経
済
の
指
導
の
下
に
あ
り
、
完
全
に
計
画
的
均
衡
発

展
の
法
則
の
下
に
あ
る
。
貨
幣
を
も
つ
こ
と
は
、
決
し
て
商
品

世
界
の
任
意
の
財
貨
を
取
得
し
得
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
食
糧

・
棉
花
・
油
料
の
統
制
的
購
入
と
計
画
的
供
給
と
に
よ
り
、
ま

た
労
働
力
の
計
画
的
配
分
な
ど
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
こ
の
点
を

説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
計
画
的
建
設
の
進
展
、
販
売
購
買

消
費
合
作
制
度
の
強
化
、
生
産
品
分
配
計
固
の
増
強
に
つ
れ
て
、

将
来
貨
幣
を
も
っ
こ
と
は
、
任
意
の
時
に
生
産
手
段
を
占
有
す

る
こ
と
が
で
き
ま
ず
、
消
耗
品
の
範
囲
に
隈
定
す
る
ば
か
り
で

な
く
、
手
に
大
量
の
貨
幣
が
あ
る
か
ら
と
て
過
分
の
消
耗
品
を

取
得
す
る
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
有
産
階
級
が

■



貨
幣
を
利
用
す
る
特
俸
は
、
こ
こ
で
は
制
隈
牟
、
受
け
ブ
幻
。
こ
れ

こ
そ
正
に
薪
申
国
の
杜
－
会
制
吏
の
鰹
越
性
で
あ
る
。
こ
の
点
は

現
圭
で
は
ま
〃
二
っ
○
塘
一
ガ
一
灼
要
幸
に
遭
ぎ
へ
仏
い
が
、
将
来
げ
．

わ
け
ろ
人
曳
の
貯
蓄
の
作
責
の
変
ｔ
を
説
明
す
る
も
の
一
、
、
あ
る
、

し
か
し
こ
れ
は
相
当
の
期
間
、
貯
蓄
の
実
際
工
作
に
つ
い
て
カ

顯
Ｈ
を
士
む
つ
も
の
で
は
庁
ひ
い
。

　
剛
　
人
民
券
の
貯
蔵
一
ボ
ゴ
段
機
能
が
発
揮
す
る
作
用
範
囲
の
変

化
と
い
う
点
に
つ
い
て
、
わ
れ
わ
れ
は
資
本
家
が
累
積
す
る
資

本
と
し
て
の
貨
幣
の
貯
蔵
と
い
う
面
は
多
少
の
制
限
を
受
け
る

が
、
同
時
に
人
民
の
貯
蓄
撹
模
は
却
つ
て
亘
大
と
な
り
、
前
途

は
広
大
で
あ
る
二
と
を
知
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
国
民
経
済
の
発
喪
と
人
民
の
収
入
増
加
に
つ
れ
て
、
人
民
大

衆
一
人
一
人
の
貯
蓄
能
力
も
ま
た
非
常
に
増
大
し
で
、
来
た
。
一

九
五
四
年
に
は
す
で
に
人
民
の
貯
蓄
は
十
数
兆
元
に
達
し
、
そ

の
額
は
亘
大
で
あ
る
。
と
れ
は
人
民
の
物
質
生
活
向
上
の
現
わ

れ
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
失
業
・
疾
病
・
恐
慌
の
な
い
結
果

で
も
あ
る
。
こ
れ
は
人
民
の
節
約
が
建
設
を
支
持
す
る
現
わ
れ

で
あ
っ
て
、
絶
対
的
価
値
形
態
を
保
存
し
私
有
権
カ
を
増
加
し

　
　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

よ
う
と
企
図
す
、
件
質
の
も
の
で
は
な
い
。
資
産
階
級
に
つ
い

て
は
、
貨
幣
の
貯
蔵
手
段
機
能
は
、
彼
ら
が
生
産
と
商
口
叩
流
通

を
刑
織
す
る
土
で
の
需
要
を
み
ｔ
し
、
責
本
累
積
過
程
の
需
要

を
み
一
」
す
々
ど
、
す
べ
で
、
羽
ら
か
で
あ
ろ
つ
し
が
し
新
由
．
困
の

杜
会
経
済
的
条
件
Ｏ
下
で
は
、
資
本
○
累
積
は
二
疋
の
制
帳
を

受
け
、
貨
幣
の
貯
蔵
手
股
と
し
て
の
作
用
は
こ
の
点
で
制
隈
を

受
け
る
。
さ
ら
に
他
面
に
お
い
て
は
、
総
路
線
の
公
布
以
後
、

一
部
の
資
産
階
紋
は
す
で
に
消
費
資
財
を
累
積
す
る
衝
動
を
現
一

わ
し
、
こ
の
よ
う
な
消
費
資
財
の
累
積
は
殆
ん
ど
貨
幣
形
態
を

と
り
、
人
民
券
の
貯
蔵
手
段
機
能
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
。

か
か
る
事
情
は
国
民
経
済
に
対
し
て
多
少
の
消
極
的
作
用
を
も

つ
が
、
若
し
国
家
銀
行
が
こ
の
大
量
の
貯
蔵
貨
幣
を
預
金
の
形

式
で
吸
収
し
得
る
な
ら
ば
、
国
家
建
設
に
対
す
る
一
っ
の
積
極

的
な
力
に
伝
化
す
る
こ
と
が
で
き
で
あ
ろ
う
。

　
国
営
企
業
も
ま
た
朴
会
主
義
累
積
を
進
め
つ
つ
あ
る
が
、
こ

れ
は
資
本
の
累
積
で
は
な
い
。
国
営
企
業
は
現
金
と
し
て
定
額

以
上
の
貨
幣
を
内
部
に
も
っ
こ
と
は
で
き
ず
、
そ
の
現
金
は
必

ず
国
家
銀
行
が
開
設
す
る
口
座
に
預
け
入
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
（
三
七
七
）
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立
Ａ
叩
館
経
済
学
（
第
四
巻
・
第
三
号
）

累
積
す
る
貨
幣
量
お
よ
び
こ
れ
ら
の
金
額
が
支
出
清
算
方
法
に

よ
っ
て
移
転
す
る
時
は
、
人
民
券
は
た
だ
一
種
の
観
念
上
の
貨

幣
と
し
て
機
能
す
る
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
は
一
種
の
薪
し
い
貨

幣
の
機
能
に
属
し
、
決
算
手
段
の
範
囲
で
あ
る
。

　
↑
リ
　
資
本
主
義
の
条
件
の
下
で
は
、
貨
幣
の
自
動
的
退
蔵

（
硬
貨
流
通
の
時
代
に
お
け
る
）
・
貯
蔵
貸
幣
の
銀
行
集
中
お

よ
び
全
貨
幣
流
通
は
、
価
値
法
則
の
白
然
発
生
的
カ
を
通
じ
て

調
節
さ
れ
る
。
し
か
し
新
申
国
の
経
済
的
条
件
の
下
で
は
、
ま

た
そ
の
計
画
的
均
衡
発
展
の
法
則
の
下
で
は
、
わ
れ
わ
れ
の
商

品
流
通
は
、
国
営
貿
易
と
合
作
社
に
よ
る
計
画
的
統
制
の
下
に

あ
る
Ｃ
組
織
的
市
場
は
日
に
日
に
拡
大
し
、
人
民
券
の
流
通
も

ま
た
国
家
の
厳
格
な
計
面
の
下
に
調
節
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
時
間

的
・
地
域
的
・
数
量
的
・
経
路
的
に
、
す
べ
て
計
画
的
に
配
分

さ
れ
、
こ
れ
ら
の
一
切
は
現
金
出
納
計
価
の
貰
徹
を
通
じ
て
集

申
的
に
現
わ
れ
る
。
貨
幣
の
貯
蔵
手
段
機
能
が
白
然
発
生
的
に

貨
幣
流
通
を
調
節
す
る
作
用
は
、
国
家
に
よ
っ
て
計
画
的
に
運

用
さ
れ
、
か
よ
う
に
計
画
的
に
貨
幣
流
通
を
管
理
す
る
状
況
は
、

術
値
法
則
の
盲
目
的
カ
に
よ
っ
て
貨
幣
流
通
が
調
節
さ
れ
る
現

一
〇
八
（
三
七
八
）

象
に
漸
次
交
替
し
つ
つ
あ
る
。

　
一
九
五
三
年
食
糧
の
計
画
的
収
買
工
作
が
展
開
さ
れ
る
に
つ

れ
て
、
人
民
銀
行
は
緊
密
に
農
村
に
お
け
る
食
糧
代
金
の
貯
蓄

を
取
扱
い
、
吸
収
し
た
預
金
は
三
兆
元
に
達
し
、
食
糧
収
買
の

貨
幣
を
直
ち
に
回
転
さ
せ
、
貨
幣
流
通
の
調
節
に
対
し
て
重
大

影
響
を
与
え
た
が
、
こ
れ
は
計
画
的
意
識
的
に
人
民
券
の
貯
蔵

手
段
機
能
を
発
揮
し
た
結
果
で
あ
る
。

　
○
り
　
マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
、
二
六
〇
頁

　
４
　
人
民
券
の
支
払
手
段
機
能

　
貨
幣
の
支
払
乎
段
機
能
の
基
礎
は
「
商
口
叩
流
通
の
発
展
に
つ

れ
て
、
商
品
の
譲
催
を
そ
れ
の
緬
格
の
実
現
か
ら
分
離
さ
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
ｑ

諸
関
係
が
発
展
す
る
」
と
こ
ろ
に
あ
る
。
か
か
る
状
況
の
下
に

わ
二
、
は
、
　
「
貨
幣
は
も
は
や
過
程
を
媒
介
す
る
の
で
は
な
い
。

そ
れ
は
交
換
価
値
の
絶
対
的
定
在
ま
た
は
一
般
的
商
品
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２
）

、
過
程
を
白
立
胸
に
終
結
さ
せ
る
」
　
「
支
払
手
段
の
運
動
は
、

す
で
に
そ
の
運
動
の
以
前
に
で
き
あ
が
っ
て
現
存
す
る
社
会
灼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
）

関
連
を
表
現
す
る
の
で
あ
る
」
　
「
商
品
生
産
が
特
定
の
高
度
お

よ
び
範
開
に
達
す
る
と
、
支
払
手
段
と
し
て
の
貨
幣
の
機
能
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ



商
品
流
通
の
部
面
以
外
に
及
ぶ
よ
う
に
な
る
。
貨
幣
が
契
約
上

　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
　
　
　
　
　
（

の
一
般
的
商
品
と
な
る
」

　
わ
が
国
に
わ
い
て
も
、
人
民
券
の
支
払
子
段
機
能
は
陵
然
と

し
て
相
当
重
要
な
地
仮
を
占
め
、
信
用
・
財
政
ろ
賃
金
な
ど
の

面
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

　
…
　
信
用
の
面
で
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
な
状
況
を
み
る
。

す
な
わ
ち
都
市
に
お
い
て
、
貨
本
主
義
経
済
部
分
に
は
な
わ
大

埴
の
商
業
信
用
が
あ
る
。
国
営
企
業
間
わ
よ
ぴ
国
営
企
菜
と
合

作
社
と
の
間
に
も
な
わ
多
少
の
商
業
信
用
が
あ
る
。
高
業
手
形

の
償
遠
と
資
本
主
義
部
分
間
の
柏
互
貸
借
は
、
支
払
手
段
機
能

の
反
映
し
た
普
辺
的
形
式
で
あ
る
。
農
村
に
お
け
る
資
本
主
義

的
貸
借
と
高
利
貸
お
よ
び
新
し
く
発
生
発
展
し
た
信
用
組
合
の

貸
借
関
係
は
、
現
在
そ
の
大
部
分
が
貨
幣
形
態
を
と
り
、
人
民

券
の
文
払
手
段
機
能
は
農
村
に
お
い
て
も
日
に
日
に
そ
の
機
能

を
増
大
し
つ
つ
あ
る
。
国
家
銀
行
の
都
市
農
村
に
お
け
る
信
用

貸
付
工
作
が
さ
ら
に
充
分
に
掌
握
運
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
民
券
の
支
払
手
段
機
能
は
杜
会
主
義
的
国
家
経
済
計
画
に
役

立
て
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
支
払
手
段
機
能
の
普
辺
的

　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

作
用
を
説
明
す
る
。
〃
」
が
し
か
し
払
」
と
え
資
本
主
義
緑
済
部
分

に
は
大
量
の
商
業
信
用
が
在
花
す
る
と
し
て
も
、
し
か
し
有
棚

証
券
の
売
買
は
す
で
に
厳
而
、
三
賛
理
さ
れ
、
証
券
投
機
は
禁
止

さ
れ
、
私
営
の
銀
行
銭
荘
は
一
つ
の
統
一
的
な
公
私
合
営
銀
行

に
改
組
さ
れ
、
国
営
銀
行
の
強
カ
々
指
導
の
下
に
国
家
の
政
策

に
し
た
が
っ
て
工
作
が
進
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
支
払
手
段
の

擬
制
資
本
構
成
に
お
け
る
作
用
は
厳
重
な
制
隈
毒
、
受
け
て
い
る

こ
と
を
、
わ
れ
わ
れ
は
充
分
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
国
営
経

済
と
合
作
社
に
残
存
す
る
商
業
信
用
は
や
が
て
消
滅
す
る
で
あ

ろ
う
。
商
業
信
用
は
漸
次
銀
行
信
用
に
交
替
し
、
分
散
的
信
用

関
係
は
漸
次
国
家
銀
行
に
集
中
し
、
国
家
銀
行
が
一
つ
の
全
国

的
な
統
一
的
な
信
用
の
中
心
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
必
然

的
な
趨
勢
で
あ
り
、
さ
ら
に
人
民
券
の
支
払
手
段
機
能
成
立
の

新
し
い
条
件
で
あ
る
。
か
か
る
新
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
の

み
、
人
民
券
の
文
払
手
段
機
能
は
充
分
に
発
展
し
得
る
の
で
あ

る
。　

同
時
に
こ
れ
ら
の
新
し
い
条
件
の
下
に
お
い
て
、
文
払
手
段

機
能
は
資
本
主
義
杜
会
に
温
存
し
つ
つ
あ
る
克
服
し
得
な
い
矛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
（
三
七
九
）
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１
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盾
特
に
支
払
連
鎖
の
申
断
、
債
務
の
全
面
的
連
関
の
破
壊
、

そ
の
結
果
と
し
て
の
経
済
危
機
の
拡
大
作
用
　
　
は
薪
中
国
に

は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
似
　
非
商
品
と
し
て
の
配
分
物
資
の
国
営
企
業
間
で
の
移
転

は
、
国
家
銀
行
が
国
営
企
業
の
当
座
勘
定
振
替
方
式
を
通
じ
て

行
う
。
こ
の
振
替
清
算
は
一
種
の
現
金
な
し
の
帳
簿
上
の
決
算

で
あ
る
。
配
分
物
資
の
移
転
は
非
商
品
流
通
で
あ
り
、
所
有
権

の
変
化
は
な
く
、
一
方
的
な
支
払
あ
る
い
は
、
一
般
的
な
支
払

義
務
履
行
に
属
す
る
間
題
で
は
な
く
、
た
だ
国
家
の
財
富
の
分

配
過
程
に
お
い
て
必
要
な
一
っ
の
計
算
の
形
式
に
す
ぎ
ず
、
こ

の
領
域
に
あ
っ
て
は
友
払
手
段
は
す
で
に
決
算
手
段
に
辞
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
。

　
側
　
国
家
銀
行
の
国
営
企
業
に
対
す
る
預
金
貸
付
は
、
形
式

上
で
は
ま
だ
一
種
の
支
払
手
段
で
は
あ
る
が
、
房
、
の
内
容
は
変

っ
て
し
ま
っ
て
い
る
、
こ
の
よ
う
な
預
金
貸
付
は
一
般
的
な
廣

権
債
務
関
係
で
は
な
く
、
ま
た
一
人
の
所
有
者
の
貨
幣
支
配
権

を
暫
時
他
の
所
有
者
に
移
譲
す
る
こ
と
を
意
味
せ
ず
、
た
だ
国

家
が
自
己
資
金
を
合
理
的
に
使
用
し
、
短
期
間
の
遊
休
資
金
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〇
（
三
八
○
）

集
申
し
て
、
再
分
配
を
行
う
だ
け
で
あ
る
。
信
用
方
法
を
と
る

の
は
、
こ
の
よ
う
な
資
金
の
再
分
配
工
作
を
一
層
簡
易
に
行
う

た
め
で
あ
り
、
さ
ら
に
企
業
の
経
済
計
算
制
と
の
関
連
を
も
加

え
て
、
価
値
法
則
お
よ
び
そ
れ
と
関
連
あ
る
諾
範
騰
を
一
層
よ

く
運
用
す
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
家
銀
行
の
預
金
貸

付
と
資
本
主
義
銀
行
の
預
金
貸
付
業
務
と
は
大
い
に
異
っ
て
お

り
、
国
家
銀
行
の
預
金
貸
付
は
国
家
資
金
の
再
配
分
の
手
段
で

あ
り
、
企
業
の
経
済
計
算
を
促
進
し
、
生
産
・
流
通
計
画
の
完

成
過
程
を
監
督
す
る
必
要
手
段
で
あ
る
。
し
か
し
国
家
銀
行
の

預
金
貸
付
活
動
に
お
い
て
も
、
人
民
券
は
「
独
立
的
に
、
流
通

過
程
を
完
了
さ
せ
る
も
の
」
で
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
か

く
し
て
、
人
民
券
の
支
払
手
段
機
能
は
、
ま
だ
形
式
的
に
は
存

在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
↑
Ｄ
　
財
政
面
に
お
い
て
、
課
税
・
公
債
・
利
潤
上
納
に
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
な
お
人
民
券
が
支
払
手
段
と
し

て
作
用
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
○
賃
金
の
面
で
は
二
っ
の
事
情
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
資
本

主
義
企
業
に
お
い
て
資
本
家
が
投
下
す
る
賃
金
は
、
、
な
お
完
全



‘

に
人
民
券
の
支
払
手
段
機
能
の
現
わ
れ
で
あ
る
。
労
働
者
は
実

際
上
ま
づ
労
働
力
を
資
本
家
に
貸
し
、
資
本
家
は
そ
の
後
に
貸

幣
を
支
払
っ
て
こ
の
過
程
を
終
結
す
る
。
貨
幣
は
こ
こ
に
わ
い

て
は
「
す
で
に
そ
れ
以
前
に
完
了
し
存
在
し
て
い
る
祉
会
的
関

係
を
表
現
す
る
。
」
た
と
え
薪
申
国
に
お
け
る
資
本
家
の
搾
取

制
度
が
今
で
は
完
全
に
制
限
さ
れ
、
労
働
者
階
級
の
労
働
条
件

が
今
で
は
非
常
に
改
善
さ
れ
て
い
る
と
し
て
も
、
こ
の
問
題
の

基
本
的
性
質
は
ま
だ
改
変
さ
れ
て
い
ず
、
こ
こ
で
は
労
働
力
は

一
種
の
商
品
で
あ
り
、
一
っ
の
商
品
交
換
の
過
程
が
発
生
し
、

労
働
カ
の
販
売
と
そ
の
価
格
の
実
現
と
は
時
間
的
に
分
離
し
て

お
り
、
後
半
の
過
程
は
人
民
券
に
よ
っ
て
独
立
的
に
完
成
す
る

の
で
あ
る
。

　
国
営
企
業
に
お
け
る
労
働
者
の
情
況
は
同
一
で
は
な
い
。
企

業
は
全
人
民
所
有
制
で
あ
り
、
労
働
者
階
級
は
わ
が
園
家
の
指

導
階
級
で
あ
り
、
こ
こ
に
は
殉
余
価
値
搾
取
の
間
題
は
存
火
し

な
い
。
国
営
企
業
の
労
働
者
の
賃
金
は
体
力
を
炊
復
す
る
に
必

要
な
消
費
物
資
の
価
格
に
よ
っ
て
決
定
せ
ず
、
国
家
の
政
策
に

よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
。
国
家
の
賃
金
政
策
の
基
本
方
針
も
ま
た

　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

　
　
　
　
　
ハ

わ
が
国
の
生
産
水
準
、
資
金
の
蓄
積
計
画
、
生
産
資
材
と
消
費

資
材
の
生
産
の
計
画
と
の
均
衡
関
保
を
考
慮
し
、
労
働
生
産
率

と
物
資
奨
励
の
原
則
を
商
め
る
こ
と
に
あ
り
、
総
路
線
の
開
始

以
来
は
、
労
働
者
の
労
働
と
質
の
量
に
基
い
て
、
彼
等
は
適
当

な
報
酬
を
保
証
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
あ
る
国
営
企
業
が
歴
史

的
関
係
か
ら
、
賃
金
の
状
況
が
な
お
多
少
改
善
の
必
要
が
あ

り
、
さ
ら
に
上
述
の
原
則
を
具
体
化
さ
せ
る
と
し
て
も
、
か
か

る
事
情
は
決
し
て
国
営
企
業
労
働
者
の
賃
金
の
杜
会
主
義
的
性

質
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。
か
く
し
て
、
国
営
企
業

労
働
者
の
賃
金
は
完
全
に
は
同
一
の
性
質
を
も
っ
て
い
な
い

が
、
こ
こ
に
は
決
し
て
搾
取
は
な
く
、
商
品
の
運
動
過
程
で
は

な
い
。
労
働
者
は
自
已
労
働
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
労
働
の
量

と
質
と
に
基
い
て
収
入
を
得
て
い
る
の
で
あ
り
（
薪
中
国
の

霞
家
・
一
」
祉
会
の
成
員
の
一
人
と
し
て
、
国
家
社
会
に
提
供
す
る

部
分
以
外
を
除
い
て
）
、
　
こ
れ
は
社
会
主
義
所
有
制
一
の
某
礎
の

上
に
生
じ
た
先
全
に
新
し
い
社
会
的
内
容
で
、
あ
る
。
貨
幣
機

能
が
如
何
に
こ
れ
ら
の
薪
し
い
内
容
を
反
映
し
て
い
る
か
を
明

確
に
説
明
す
る
た
め
に
、
ア
ト
ラ
ス
は
杜
会
主
義
企
業
が
賃
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
一
　
一
　
（
一
二
・
八
一
）
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を
支
払
う
時
に
、
貨
幣
が
も
つ
機
能
を
「
労
働
報
酬
」
手
段
と

呼
ん
で
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
主
張
に
は
同
意
し
な
い
人

も
あ
り
、
彼
等
は
賃
金
の
社
会
的
内
容
の
変
化
し
た
こ
と
は
認

め
る
が
、
貨
幣
は
な
お
支
払
手
段
機
能
で
あ
り
、
賃
金
支
払
を

実
現
す
る
独
立
的
遇
程
で
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
の

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
国
営
企
業
の
賃
金
の
内
容
が
完
全
に
変

化
し
た
こ
と
で
あ
る
。
明
確
に
こ
の
変
化
を
反
映
す
る
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
あ
る
。
人
民
券
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
国
営
企
業

の
賃
金
支
払
過
程
は
、
も
は
や
商
品
運
動
で
は
な
い
の
で
あ
る

か
ら
、
貨
幣
が
こ
こ
で
演
ず
る
機
能
の
多
く
は
た
だ
形
式
上
の

支
払
手
段
で
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
結
局
に
お
い
て
は
な
お
支

払
機
能
で
あ
る
。
か
く
し
て
現
わ
す
と
こ
ろ
の
社
会
的
内
容
は

同
一
で
は
な
い
が
、
こ
こ
に
わ
い
て
は
人
民
券
は
依
然
と
し
て

交
換
価
値
の
絶
対
的
存
在
で
あ
り
、
独
立
的
に
流
通
過
程
を
終

結
す
る
も
の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
流
通
手
段
を
説
明
す
る
に

当
っ
て
い
う
、
　
「
こ
の
よ
う
に
異
っ
た
規
定
性
　
　
貨
幣
が
あ

る
い
は
所
得
と
し
て
の
貨
幣
形
態
、
あ
る
い
は
資
本
の
貨
幣
形

態
と
し
て
生
ず
る
機
能
　
　
は
ま
ず
貨
幣
の
流
通
手
段
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二
（
三
八
二
）

の
性
質
を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
す
べ
て
こ
の
性
質

　
　
　
　
　
５
）

を
保
留
す
る
。
」
二
れ
は
機
能
の
反
映
で
あ
る
異
っ
た
内
容
が

機
能
自
身
の
性
質
を
変
え
る
こ
と
の
で
き
な
い
こ
と
を
い
っ
て

い
る
の
で
あ
る
。

）１（）２（）３（）４（）
－
○

〆
、

５

マ
ル
ク
ス
「
資
本
論
」
長
谷
部
訳
、

同
　
　
　
上

同
　
　
　
上

同
　
　
　
上

１
Ｊ
　
　
　
　
　
　
　
　
」
』

一
百
　
　
　
　
　
－

人
民
券
の
決
算
手
段
機
能

三
ハ
五
頁

二
六
七
頁

二
六
九
頁

二
七
三
頁

　
決
算
手
段
ば
人
民
券
の
も
つ
一
つ
の
薪
し
い
機
能
で
あ
る
。

大
抵
の
人
疋
が
知
っ
て
い
る
如
く
、
貨
幣
め
本
質
と
機
能
は
商

品
生
産
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
あ
る
特
定
杜
会

の
生
産
関
係
の
み
が
貨
幣
に
あ
る
特
定
の
杜
会
的
性
質
を
与
え
、

貨
幣
の
各
種
機
能
の
作
用
範
囲
に
多
少
の
制
限
を
与
え
、
多
少

異
っ
た
社
会
的
内
容
を
与
え
る
が
、
し
か
し
貨
幣
本
来
の
機
能

を
消
滅
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
新
し
い
機
能
を
生
成
さ

せ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
か
し
商
品
生
産
と
商
品
流
通
の
変

化
は
、
こ
の
よ
う
な
事
情
を
生
ぜ
し
め
る
。
わ
が
国
に
お
い
て



は
、
な
お
商
品
生
産
が
存
在
し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
杜

会
主
義
所
有
制
の
基
礎
の
上
に
、
全
国
民
経
済
の
生
産
物
の
う

ち
、
一
部
分
は
す
で
に
商
晶
世
界
を
離
脱
し
た
。
こ
れ
は
わ
れ

わ
れ
が
今
ぎ
で
に
再
三
説
明
し
て
来
た
と
こ
ろ
の
配
分
物
資
に

つ
い
て
で
あ
り
、
そ
れ
ら
は
た
だ
国
営
企
業
間
に
お
け
る
移
転

で
あ
っ
て
、
所
有
者
間
の
売
買
と
は
同
一
で
な
く
、
国
家
に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
配
分
価
格
は
市
場
の
需
要
供
給
法
則
と
市
場

価
格
の
支
配
を
受
け
ず
、
国
家
の
配
分
計
画
が
規
定
す
る
方
向

に
し
た
が
っ
て
企
業
に
移
動
し
、
価
値
法
則
の
影
響
を
受
け
ず
、

買
主
の
希
望
に
も
よ
ら
な
い
。
そ
れ
ら
の
運
動
は
国
家
の
均
衡

あ
る
物
資
計
画
に
よ
る
の
で
あ
っ
て
、
市
場
の
需
要
供
給
法
則

の
盲
目
的
作
用
に
よ
る
の
で
は
な
い
。
か
く
し
て
そ
れ
ら
は
商

晶
で
は
な
く
、
本
来
の
商
品
流
通
過
程
で
は
な
い
　
　
こ
れ
が

配
分
物
資
の
運
動
の
内
容
で
あ
る
。
同
時
に
わ
れ
わ
れ
は
次
の

こ
と
を
も
見
る
必
要
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
現
在
わ
が
国
に
は
ま

だ
多
種
類
の
経
済
制
度
が
存
在
し
、
配
分
物
資
の
生
産
は
孤
立

的
に
行
わ
れ
て
い
ず
、
そ
れ
ら
の
周
囲
に
は
ま
だ
広
大
な
商
品

世
界
が
あ
っ
て
、
生
活
資
材
は
商
品
で
あ
り
、
一
部
分
の
生
産

　
　
　
新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）

資
材
も
ま
た
商
品
で
あ
り
、
労
働
者
に
は
賃
金
を
支
払
う
必
要

が
あ
り
、
配
分
物
資
に
内
包
さ
れ
る
社
会
的
労
働
は
、
大
部
分

が
商
品
の
価
値
形
態
を
通
じ
て
転
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
さ
ら

に
国
営
経
済
の
外
に
は
資
本
主
義
経
済
、
農
民
そ
の
他
の
小
生

産
者
が
あ
る
の
で
、
わ
れ
わ
れ
は
各
種
の
経
済
制
度
の
生
産
と

流
通
、
各
部
類
・
各
部
門
の
生
産
、
商
品
生
産
と
配
分
物
資
の

生
産
が
一
つ
の
統
一
的
な
国
家
経
済
計
画
に
綜
合
し
た
も
の
と

し
て
考
え
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
理
由
か
ら
し
て
、
非

商
品
の
配
分
物
資
も
ま
た
価
値
形
態
の
表
現
を
と
る
必
要
が
あ

り
、
原
価
・
価
格
・
計
算
な
ど
の
間
題
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た

「
商
品
」
と
い
う
形
式
を
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
か
く

し
て
こ
こ
で
は
完
全
に
一
つ
の
新
ら
し
い
状
況
が
現
わ
れ
る
、

す
な
わ
ち
社
会
主
義
経
済
の
基
礎
の
上
に
、
一
種
の
非
商
品
的

内
容
を
も
ち
つ
つ
も
商
品
形
式
を
も
つ
と
こ
ろ
の
配
分
物
資
が

現
わ
れ
、
こ
れ
は
一
種
の
括
弧
つ
き
の
商
品
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
な
形
式
上
の
商
晶
と
そ
の
流
通
は
、
貨
幣
に
一
つ
の
薪
し
い

機
能
に
よ
っ
て
こ
の
過
程
を
完
成
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。
ソ

同
盟
に
お
け
る
国
家
銀
行
の
先
進
的
経
験
の
援
助
の
下
に
、
申

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
二
（
三
八
三
）
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国
人
民
銀
行
の
決
算
工
作
の
具
体
的
組
織
は
、
貨
幣
が
か
か
る

特
殊
領
域
に
お
け
る
運
動
に
薪
し
い
一
頁
を
展
開
し
た
。
わ
れ

わ
れ
は
ま
ず
以
下
に
お
い
て
国
営
企
業
と
国
家
と
国
家
銀
行
と

の
関
係
か
ら
簡
単
に
考
察
を
始
め
よ
う
。

　
…
　
国
営
企
業
と
県
以
上
の
合
作
杜
と
は
す
べ
て
国
家
銀
行

に
当
座
勘
定
を
開
設
し
、
そ
れ
に
必
要
金
額
を
保
留
し
、
企
業

内
部
に
は
制
隈
額
以
上
の
現
金
を
も
つ
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
閉
国
営
企
業
と
県
以
上
の
合
作
社
と
の
間
の
交
易
取
引
は
、

い
ず
れ
竜
相
互
に
１
掛
売
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
直
接
決
済

す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
一
律
に
国
家
銀
行
に
開
設
し
た
当
座
勘

定
を
通
じ
、
国
家
銀
行
に
双
方
か
ら
提
出
し
た
証
基
書
に
い
て

支
払
を
行
う
。
　
（
国
営
企
業
と
合
作
社
の
資
本
主
義
企
業
に
対

す
る
交
易
も
ま
た
国
家
銀
行
を
通
じ
当
座
勘
定
の
支
払
金
額
か

ら
決
済
す
る
。
国
営
企
業
と
合
作
杜
間
お
よ
び
そ
の
系
統
間
に

は
な
わ
若
干
の
商
業
信
用
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
こ
こ

で
は
当
面
論
レ
な
い
。
）

　
○
　
か
か
る
支
払
決
済
は
た
だ
そ
れ
ぞ
れ
の
当
座
勘
定
に
お

け
る
転
記
の
み
で
あ
っ
て
、
現
金
は
動
か
ず
　
　
運
用
現
金
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四
（
三
八
四
）

現
金
出
納
計
画
の
制
限
を
受
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
か
る
支
払

は
期
日
最
長
三
日
と
い
う
規
定
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
し
か
し
こ

れ
は
た
だ
技
術
上
の
必
要
か
ら
の
も
の
で
あ
る
（
資
本
主
義
に

お
け
る
主
要
な
も
の
は
現
金
取
引
で
あ
り
、
受
渡
か
ら
金
額
が

確
実
に
手
に
入
る
か
あ
る
い
は
自
已
の
当
座
勘
定
内
に
転
入
さ

れ
る
ま
で
に
は
や
は
り
一
定
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
）
。
　
当
座

勘
定
に
よ
る
非
現
金
支
払
は
実
質
上
配
分
物
質
が
移
転
す
る
に

っ
れ
て
同
時
に
行
わ
れ
る
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
以
上
に
述
べ
た
状
況
か
ら
し
て
、
わ
れ
わ
れ
は
次
の
よ
う
に

い
う
こ
と
が
で
き
る
、
す
な
わ
ち
配
分
物
資
移
転
の
決
算
に
お

い
て
作
用
す
る
貨
幣
機
能
は
流
通
手
段
で
は
な
い
、
何
と
な
れ

ば
、
こ
こ
で
は
も
は
や
商
品
が
所
有
者
間
に
移
転
せ
ず
、
さ
ら

に
現
金
取
引
で
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
支
払
手
段
で
も
な
い
、

何
と
な
れ
ば
こ
こ
で
は
商
品
の
移
転
と
価
格
の
実
現
と
の
間
の

分
離
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
ま
た
貨
幣
は
価
値
の
絶
対

的
存
在
、
「
契
約
上
の
一
般
商
品
」
と
し
て
、
独
立
し
て
運
動

し
な
い
。
商
晶
の
流
通
過
程
に
あ
っ
て
、
貨
幣
は
異
る
事
情
の

下
で
、
価
値
尺
度
か
ら
分
れ
て
流
通
手
段
・
支
払
手
段
と
し
て



作
用
す
る
。
こ
こ
に
お
い
て
こ
そ
貨
幣
は
一
種
の
観
念
的
形
態

と
し
て
絶
対
的
に
一
切
の
使
命
を
完
成
し
、
配
分
物
質
の
国
営

企
業
間
へ
の
移
転
を
媒
介
し
、
「
こ
れ
は
た
だ
物
資
の
生
産
と

分
配
に
対
し
て
国
家
が
実
行
す
る
監
督
の
一
方
法
ま
た
は
一
形

式
に
過
ぎ
ず
」
、
　
「
そ
の
意
義
は
特
に
有
効
に
貨
幣
を
利
用
す

る
こ
と
に
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
物
質
資
材
の
生
産
と
分
配
に

対
し
て
全
人
民
的
な
計
算
と
監
督
の
形
式
と
す
る
に
あ
な
。
」

こ
れ
は
貨
幣
連
動
の
一
つ
の
新
し
い
領
域
で
あ
る
と
と
も
に
、

一
つ
の
過
渡
期
形
態
で
も
あ
り
、
貨
幣
が
一
般
的
等
価
物
か
ら

直
接
に
労
働
消
費
を
計
算
す
る
用
具
に
転
換
す
る
過
程
を
現
わ

し
て
い
る
。
決
算
手
段
と
い
う
機
能
は
ア
ト
ラ
ス
が
貨
幣
の
機

能
問
題
に
対
し
て
与
え
た
独
創
的
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
次
の

こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
、
す
な
わ
ち
こ
こ
に
お
い
て
も

貨
幣
の
形
式
が
依
然
と
し
て
利
用
さ
れ
、
貨
幣
は
形
式
上
一
般

的
等
価
物
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
決
算
手
段
と
し
て
の

貨
幣
は
依
然
と
し
て
貨
幣
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
計
算
符
号
ま

た
は
労
働
浴
で
も
な
く
、
高
接
に
労
働
の
消
費
を
計
算
す
る
用

具
で
も
な
い
。
そ
れ
は
指
弧
つ
き
商
品
に
対
立
す
る
「
一
般
灼
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等
価
物
」
で
あ
り
、
「
一
般
的
等
価
物
」
の
作
用
と
「
商
品
」

形
態
の
妊
化
し
た
形
式
を
通
じ
て
、
配
分
物
資
の
国
営
企
業
間

に
お
け
る
移
転
を
媒
介
す
る
。
国
家
が
利
用
す
る
と
こ
ろ
の
、

こ
の
よ
う
な
全
人
民
約
計
算
と
監
督
の
形
式
　
　
決
算
　
　
は

価
値
範
礒
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。

　
国
家
銀
行
の
す
べ
て
の
決
算
工
作
が
、
す
べ
て
人
民
券
の
決

算
手
段
機
能
の
表
現
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
こ
こ
に
わ
れ
わ

れ
は
決
算
工
作
の
複
雑
な
事
情
の
一
面
を
見
る
の
で
あ
る
。
す

な
わ
ち

　
…
　
国
営
企
業
間
に
お
け
る
配
分
物
資
移
転
の
決
算
に
つ
い

て
、　

…
　
国
営
企
業
間
に
お
け
る
商
品
取
引
の
決
算
に
つ
い
て
、

（
一
部
の
配
分
物
資
は
配
分
計
画
に
し
た
が
っ
て
国
営
貿
易
公

司
に
与
え
ら
れ
る
　
　
た
と
え
ば
一
部
を
除
い
た
鋼
は
五
金
公

司
に
与
え
ら
れ
、
小
さ
な
地
方
国
営
公
司
と
私
営
鉄
工
場
に
供

給
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
配
分
物
資
が
商
品
に
転
化

す
る
）

　
○
　
国
営
企
業
と
国
家
銀
行
に
当
座
勘
定
を
開
い
て
い
る
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
五
（
三
八
五
）
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営
企
業
と
の
間
の
商
晶
取
引
の
決
算

　
↑
Ｄ
　
国
営
企
業
の
資
本
主
義
企
業
ま
た
は
農
民
小
生
産
者
に
・

対
す
る
交
易
は
当
座
勘
定
か
ら
支
払
う
。

　
第
一
の
場
合
の
決
算
は
、
上
述
し
た
如
く
、
人
民
券
の
決
算

手
段
機
能
か
ら
生
じ
た
作
用
で
あ
る
。
第
二
第
三
の
場
合
で
あ

っ
て
も
、
国
家
銀
行
に
よ
る
支
払
溝
算
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は

商
品
流
通
の
過
程
で
あ
っ
て
、
市
場
を
通
じ
、
市
場
価
格
に
し

た
が
っ
て
取
引
さ
れ
、
貨
幣
の
価
値
尺
度
機
能
と
流
通
手
段
機

能
は
な
お
取
引
を
促
進
す
る
作
用
を
な
し
、
こ
こ
で
は
な
．
お
価

値
法
則
が
調
節
者
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
人
民
券
の
価
値
尺

度
・
流
通
手
段
・
支
払
手
段
機
能
は
国
家
銀
行
に
よ
る
現
金
管

理
・
信
用
集
申
な
ど
の
条
件
の
下
で
作
用
す
る
。
第
四
の
場
合

は
当
座
勘
定
を
通
ず
る
け
れ
ど
も
、
基
本
的
に
は
現
金
を
使
用

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
（
資
本
主
義
企
業
は
国
家
銀
行
に
も

口
座
が
あ
り
暫
時
は
国
営
企
業
の
当
座
勘
定
か
ら
こ
の
口
座
に

転
記
す
る
方
法
に
よ
っ
て
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
知
れ

な
い
が
、
私
営
企
業
の
口
座
の
現
金
に
対
し
て
は
決
し
て
現
金

管
理
が
わ
れ
ず
、
随
時
現
金
支
出
に
転
化
し
得
る
の
で
あ
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
六
（
三
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ら
、
基
本
的
に
は
現
金
支
払
と
同
一
視
す
べ
き
で
あ
る
）
、
だ
か

ら
こ
こ
で
は
価
値
尺
度
・
流
通
手
段
・
支
払
手
段
の
機
能
が
作

用
す
る
の
で
あ
る
。

　
人
民
券
の
決
算
手
段
機
能
は
杜
会
主
義
経
済
の
範
醸
で
あ
る
。

そ
れ
は
わ
が
国
に
お
け
る
四
種
の
所
有
制
と
い
う
経
済
的
条
件

の
下
で
、
お
よ
ぴ
商
品
世
界
と
非
商
品
世
界
の
二
つ
が
あ
る
と

い
う
事
情
の
下
に
お
い
て
、
杜
会
主
義
経
済
の
基
礎
の
上
に
生

じ
た
特
殊
な
領
域
で
あ
る
。
適
確
に
人
民
券
の
決
算
手
段
機
能

を
運
用
し
、
国
家
資
金
の
節
約
・
計
面
的
貨
幣
流
遣
と
信
用
の

管
理
・
企
業
の
生
産
費
計
画
の
完
成
を
監
督
す
る
こ
と
は
重
要

な
作
用
で
あ
る
。

　
０
Ｄ
　
ア
ト
ラ
ス
「
ソ
同
盟
に
お
け
る
貨
幣
理
論
の
若
干
の
問
題
」

　
わ
れ
わ
れ
は
人
民
券
の
機
能
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
簡

単
な
初
歩
的
な
分
析
を
行
い
、
か
か
る
分
析
の
上
に
、
わ
れ
わ

れ
は
人
民
券
の
機
能
問
題
に
つ
い
て
の
若
干
の
特
徴
点
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
第
一
、
人
民
券
は
一
般
的
等
価
物
と
し
て
の
各
種
の
機
能
を

も
っ
が
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
作
用
範
囲
は
い
ず
れ
も
制
限
を
受



け
、
き
ら
に
あ
る
機
能
の
内
容
は
変
化
し
て
し
ま
っ
て
、
形
式

だ
け
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
外
、
あ
る
薪
し
い
機
能
が
生
じ
た
。

か
か
る
薪
し
い
機
能
と
内
容
の
変
化
し
た
機
能
お
よ
ぴ
作
用
範

囲
の
制
隈
さ
れ
た
機
能
は
、
す
べ
て
同
時
に
同
一
の
人
氏
券
の

上
に
あ
り
、
人
氏
券
は
各
種
の
異
っ
た
経
済
部
分
で
運
動
す
る

に
っ
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
異
っ
た
現
わ
れ
方
を
す
る
の
で
あ
る
。

　
第
二
、
人
民
券
の
あ
る
機
能
は
、
た
だ
あ
る
経
済
部
分
に
お

い
て
の
み
存
在
し
作
用
す
る
が
、
他
の
経
済
部
分
に
は
存
在
し

な
い
。
た
と
え
ば
人
民
券
の
資
本
化
と
い
う
機
能
は
た
だ
資
本

主
義
部
分
に
お
い
て
の
み
存
在
し
作
用
す
る
が
、
そ
の
他
の
経

済
部
分
に
は
存
在
し
な
い
。
人
民
券
の
決
算
手
段
と
い
う
機
能

は
た
だ
社
会
主
義
経
済
部
分
に
の
み
存
在
し
作
用
し
、
そ
の
他

の
経
済
部
分
に
は
存
在
し
な
い
。

　
第
三
、
人
民
券
の
同
一
の
機
能
も
、
異
っ
た
経
済
領
域
に
お

い
て
は
異
っ
た
内
容
を
も
つ
。
た
と
え
ば
人
民
券
の
価
値
尺
度

機
能
は
海
品
流
通
に
お
い
て
は
、
そ
の
性
質
に
し
た
が
っ
て
作

用
す
る
が
、
国
家
経
済
の
配
分
物
資
の
申
で
は
た
だ
計
画
と
計

算
の
用
且
ハ
と
な
り
、
計
画
的
に
利
用
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。
ま

　
　
　
新
申
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た
若
し
人
民
券
の
支
払
手
段
機
能
が
国
営
産
業
に
お
い
て
賃
金

支
払
に
用
い
ら
れ
る
時
は
、
そ
の
本
来
の
性
質
に
し
た
が
っ
て

作
用
す
る
が
、
国
営
企
業
に
お
い
て
賃
金
支
払
に
用
い
ら
れ
る

時
に
は
、
支
払
手
段
が
現
わ
す
社
会
的
内
容
は
完
全
に
変
わ
り
、

た
だ
独
立
的
支
払
の
形
式
を
残
す
の
み
で
あ
る
。

　
第
四
、
人
民
券
の
同
一
の
機
能
は
、
異
っ
た
経
済
部
分
に
運

用
さ
れ
る
時
に
は
、
国
民
経
済
に
対
し
て
異
っ
た
作
用
を
す
る
。

た
と
え
ば
人
民
券
の
流
通
手
段
機
能
は
、
資
本
主
義
部
分
の
商

品
流
通
に
お
い
て
は
、
価
値
法
則
・
市
場
を
形
成
す
る
盲
目
的

カ
の
要
素
で
あ
る
。
社
会
主
義
経
済
に
わ
い
て
は
、
人
民
券
の

流
通
手
段
機
能
と
流
通
法
則
は
、
組
織
的
商
品
市
場
の
活
動
用

具
と
な
り
、
国
家
の
計
画
的
な
貨
幣
流
通
管
理
の
重
要
な
要
素

と
な
る
。
ま
た
人
民
券
の
貯
蔵
手
段
機
能
の
じ
と
き
は
、
も
は

や
資
産
階
級
が
生
産
経
営
資
金
を
消
費
資
産
に
移
転
す
る
こ
と

が
可
能
で
あ
る
場
合
に
起
す
作
用
で
あ
る
が
、
国
家
銀
行
が
積

極
的
に
貯
蓄
工
作
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
資
金
を
国

家
の
手
に
よ
っ
、
て
社
会
主
義
建
設
に
投
下
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
第
五
、
わ
が
国
に
お
け
る
各
種
の
異
っ
た
経
済
制
度
お
よ
ぴ
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こ
れ
と
関
連
す
る
経
済
法
則
は
、
決
し
て
相
互
に
孤
立
し
た
も

の
で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
と
も
に
統
一
的
な
国
民
経
済
の
う
ち

に
あ
り
、
そ
れ
ら
は
複
雑
に
錯
綜
し
て
統
一
物
と
な
っ
て
征
花

し
、
過
渡
期
に
わ
い
て
は
、
こ
れ
ら
は
相
互
に
闘
争
と
発
展
の

過
程
に
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
情
も
ま
た
人
民
券
の
機
能
の
上
に

反
映
し
て
い
る
。
人
民
券
の
杜
会
主
義
附
計
算
と
計
画
の
用
具

と
い
う
本
質
と
機
能
は
、
そ
の
本
質
面
で
あ
る
。
し
か
し
同
時

に
な
お
過
渡
期
の
あ
る
特
徴
点
を
も
ち
、
薪
旧
機
能
の
消
長
関

係
を
現
わ
し
、
ど
の
機
能
自
体
も
内
容
の
変
化
を
含
み
、
形
式

と
内
容
と
の
矛
盾
、
各
機
能
の
異
っ
た
領
域
に
お
け
る
作
用
、

各
種
機
能
の
異
っ
た
面
の
対
市
一
と
統
一
　
　
か
よ
う
に
し
て
人

民
浴
の
機
能
問
題
は
複
雑
性
を
も
っ
て
い
る
ば
か
り
で
な
く
、

戦
闘
的
な
内
容
に
充
ち
て
い
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
人
民
券
の
機
能
問
題
は
、
貨
幣
理
論
の
研
究

上
に
薪
し
い
課
題
を
提
出
す
る
。
そ
れ
は
如
何
に
し
て
一
歩
進

ん
で
、
こ
れ
ら
の
機
能
の
変
化
わ
よ
び
房
、
の
実
質
を
認
識
し
、

そ
れ
ら
の
間
の
対
立
関
係
を
認
識
す
る
か
、
如
何
に
し
て
こ
れ

ら
の
機
能
を
利
用
し
、
さ
ら
に
如
何
に
し
て
よ
く
総
路
線
の
貫

徹
に
服
務
せ
し
め
る
か
、

　
一
一
八
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こ
れ
で
あ
る
。

　
　
五
、
む
　
す
　
び

　
日
木
と
申
国
と
の
友
好
促
進
が
、
日
本
の
平
和
・
経
済
・
文

化
そ
の
他
の
あ
ら
ゆ
る
面
に
対
し
て
如
何
に
重
大
な
関
係
を
も

っ
て
い
る
か
は
今
更
い
う
ま
で
も
な
い
。
経
済
だ
け
に
つ
い
て

い
っ
て
も
、
隣
国
で
あ
り
、
国
土
は
日
本
の
十
八
倍
、
人
口
は

六
億
二
百
万
、
さ
ら
に
い
ま
五
カ
年
経
済
建
設
計
面
を
着
序
と

進
め
つ
つ
あ
る
申
国
と
貿
易
す
る
こ
と
な
し
に
、
日
本
経
済
の

再
建
が
あ
り
得
な
い
こ
と
も
ま
た
今
更
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
。

日
中
貿
易
に
お
い
て
価
格
と
決
済
方
式
は
重
要
間
題
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
中
国
に
わ
け
る
唯
一
の
貨
幣
で
あ
る
人

民
券
の
成
立
過
程
と
現
状
を
理
解
す
る
必
要
が
あ
り
、
ま
た
人

民
券
の
本
質
お
よ
び
機
能
の
間
題
が
理
論
的
に
解
明
さ
れ
る
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■

要
が
あ
る
。
人
民
券
は
、
資
本
主
義
か
ら
杜
会
主
義
へ
の
過
渡

期
と
し
て
の
人
民
民
主
主
義
経
済
を
反
映
し
て
、
極
め
て
複
雑

錯
綜
し
た
性
格
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
陳
氏
ら
の
指
摘
す
る
如

く
で
あ
る
。
そ
れ
は
単
な
る
貨
幣
問
題
で
は
な
く
、
人
民
民
主



主
義
・
一
し
の
螢
違
に
お
い
て
の
み
、
賓
木
主
義
か
ら
礼
会
主
義
へ

の
過
渡
期
が
貨
幣
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
影
響
を
も
た
ら
し
つ

つ
あ
る
か
、
杜
会
主
義
姓
設
に
貨
幣
が
如
何
に
役
立
ち
得
る
か
、

と
い
う
閑
係
に
お
い
て
の
み
理
解
し
得
る
問
題
で
あ
っ
て
、
決

し
て
、
簡
単
な
問
題
で
は
な
い
。
し
か
し
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
重

要
な
間
題
で
あ
る
と
同
時
に
興
味
あ
る
間
題
で
も
あ
る
。
こ
れ

に
つ
い
て
陳
氏
ら
六
氏
が
極
め
て
有
益
な
問
題
を
提
起
し
て
い

る
が
、
本
質
と
機
能
問
題
に
つ
い
て
の
主
張
の
紹
介
だ
け
で
頁

数
を
使
い
果
し
て
い
ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
の
私
見
は
、

そ
れ
に
続
く
価
値
間
題
を
も
含
め
て
他
日
に
果
し
た
い
と
思
う
。

｝
’
”
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新
申
国
の
人
民
券
の
本
質
と
機
能
に
つ
い
て
（
武
藤
）
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